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私が１９５５（昭和３０）年に千葉大学工学部機械工

学科から同じ大学の文理学部地学科に転学部して，

プロフェショナルな地理学の研究者を志してから

半世紀が経過した。２年後に大学院に入り，１９６５

（昭和４０）年に大学院博士課程を修了して学位を

得てより，４つの大学に奉職し，本年３月に駿河

台大学文化情報学部を退職して，長い大学教員の

研究生活が一段落した。この間，多くの大学研究

者と同じように，自分の研究を論文として発表す

ると同時に，お付き合いのある研究者からたくさ

んの論文の抜刷をいただいた。これらは著者名の

五十音別にファイルボックスに分類して保管して

きたが，長年の間にその数は数千冊以上（正確に

数えたことはないが）に及んでいる。

今回，このなかから私がこれまで主に勉強して

きた鉄道史に関連する論文抜刷を抽出して目録を

作ってみた。収録した論文は１，２５９編で，疎漏な

管理のために長い間に失われてしまったものもあ

ると思うが，おそらく日本におけるこの種の論文

のコレクションとしては最大の規模であろう。

鉄道史研究の世界が極めて学際的であるにもか

かわらず，比較的新しい学問であるために全体と

しての基礎教養体系がまだ十分に総合されていな

い憾みがある。古典的な学問の分類でいうと，歴

史学，地理学，経済学，経営学のような文科系の

学問に加えて，多岐にわたる工学系の学問がこれ

に加わっている。こちらも土木，機械，電気，

等々に細分された専門分野があって，工学系内相

互間の理解もなかなか大変である。鉄道とその歴

史を勉強するということは，このように極めて広

い分野の教養が基礎となるわけであるが，異なる

学問分野間の間にはかなり高く，厚い壁があり，

これを乗り越えることは決してたやすいことでは

ない。文科系の学問相互間でもそのような傾向が

あるのだから，文科系と技術系との間の壁はさら

に高く，厚い。そのためにそれぞれの学問分野で

たくさんの論文が発表されるが，他の分野の研究

者にはその情報が伝わりにくい環境にある。

他の学界でも似たような傾向はあるが，論文が

大学紀要や地方学会，あるいは小規模な研究サー

クル内で発表され，その情報はなかなか外の世界

には伝わらない事例が多い。このことは鉄道史の

世界でも同様であり，とくに地理学や地方史研究

の世界で鉄道史がまじめに取り上げられるように

なると，この傾向が助長された。全国的な学会誌

だけをウオッチしていても，それは発表される研

究論文のごく一部にすぎず，全体像はつかみにく

い状態が続いているのである。

幸いにして，私は広い分野にわたる多くの鉄道

史研究者と長年にわたる交際があり，広い範囲か

ら多数の論文が手許に集まる結果となった。それ

がこの目録である。
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この目録は，青木が入会していた学会の機関誌

や定期購読していた雑誌に掲載された論文ととも

に，多くの研究者から寄贈された雑誌論文の抜刷，

そのコピーなどを中心として編集された。とくに

発行部数の少なく，また内容の情報が得にくい大
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学紀要や小規模な地方的雑誌がかなり多くを占め

ている。この目録が鉄道史に関する雑誌論文全体

のなかでどの程度のパーセンテージの論文を網羅

しているのかはわからない。しかし，従来公刊さ

れたこの種の目録のどれよりも数的に多く，かつ

広い分野をカバーしていることは確かである。そ

の意味で，多くの研究者にとって初めてその存在

を知る論文も多いのではないかと思う。

この目録に収録された論文は，第二次大戦後に

発表され，基本的には独立した雑誌論文であって，

単行本は含まれていない。ただし，比較的ページ

数の少ない小冊子で，著者が自費で小部数を印刷

し，先輩・知己に配布した若干の「私家版」は含

まれている。だが，どこまでが「小冊子」の上限

であるかははなはだあいまいである。また，雑誌

論文ではないが多くの執筆者が寄稿して編集され

た論文集に含まれる鉄道史研究に関わる論文はそ

れぞれを個別の論文として収録した。しかし，そ

の数は少なく，たまたま私の目に触れたものが収

録されたに過ぎないといってよいであろう。また，

史料集・史料目録の類は入れた。近年，各地の地

方博物館などで地元の鉄道に関する企画展などが

開催されることが多いが，その際につくられた図

録にも優れた解説や資料の掲載されているものが

少なくない。しかし，私の手許に集まったものが

数的に少ないので，この目録からは除外されてい

る。書評，文献解題も含まれていない。

目録に収録された論文は，鉄道「史」に関わる

ものとしたが，実は現状の解説ないし分析を目的

としたものがかなり多く含まれている。現状分析

のなかにも過去からの変容過程，歴史的な分析が

含まれているのが通例であって，現状が過去から

の歴史の流れの最後の一瞬であるという事実を考

えれば，歴史を完全に無視した現状分析はありえ

ないから，それは当然のことである。そのために

この種の論文も，あえて目録に収録した。しかし，

論文の収録可否の判断はかなりアバウトにならざ

るを得なかった。

鉄道史研究において数的に多数を占めているの

は，実は鉄道雑誌に掲載された論文であるが，こ

れらはここには収録されていない。この目録に含

まれているものの数倍以上が存在していると思う。

これらは数が多くてとてもここには収録できない

のが最大の原因であるが，商業雑誌として比較的

入手が容易であり，それぞれの雑誌の索引・目録

が整備されているからでもある。

鉄道史研究の世界に特徴的な現象は，職業はさ

まざまであるが，鉄道研究を趣味とするアマチュ

ア研究者の厚い層の存在である。ここでは数的に

はプロフェショナルな研究者によるものの何倍も

の調査・研究が行なわれ，論文が生産されている。

大学などに勤務する研究者のなかにはこれらアマ

チュア研究者を無視ないし軽視する人も往々にし

ているが，これはまさに夜郎自大以外の何者でも

ない。アマチュア研究者の多くは，文科系と技術

系の両方にまたがる広い基礎教養を持つ人が多く，

狭い専門分野の殻に閉じこもりがちなプロフェ

ショナルな研究者と対照的である。プロ研究者に

は全時代を通じての総合的な通史を書けない人が

多く，この点でもアマチュア研究者に一歩を譲る。

事実アマチュア研究者は，量的には数倍，質的に

も十分に対抗できる成果を上げていることを忘れ

てはならないのである。

個人的な所蔵に基づく雑誌論文の目録であるこ

とに加えて，上に述べたようなさまざまな条件の

下で作成されたという制約がある。ここでは全国

的な学会誌も多いが，大学紀要や地方学会誌，小

規模な研究グループの機関誌に発表されて，あま

り広く知られていない論文多数の収録がこの目録

の目玉であると考えていただきたい。この種の論

文は現代のインターネットの利用によってもあま

り効率的な検索はできず，多大の労力と時間を必

要とするものだからである。その意味で，これか

ら鉄道史研究を進めてゆこうとする研究者にこの

目録が有効に活用されることを期待している。
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この目録では，１，２５９編の雑誌論文を発表年順

に，特別な分類をすることなく，執筆者名，論文

題名，掲載誌とその巻号数の順に配列している。
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これを，５年ごとの時期別に集計すると，次のよ

うになる。

１９５０～５４年 ７編 １９５５～５９年 １１編

１９６０～６４年 ２１編 １９６５～６９年 ４４編

１９７０～７４年 ３５編 １９７５～７９年 ５９編

１９８０～８４年 １３３編 １９８５～８９年 ２０１編

１９９０～９４年 ２５９編 １９９５～９９年 ２７３編

２０００～０４年 ２０４編 発行年不明 １２編

日本における鉄道史研究は２０世紀初頭から官庁

や鉄道企業による記録編纂が行なわれ，また，鉄

道企業に勤務する幹部職員に中には歴史的な立場

で論文をまとめた人々もいた。いわゆる学界で

は，１９３０年代に経済史学の世界においてマルクス

経済学の立場での研究が先駆となったが，一次史

料による分析はなされず，既存の鉄道史書や統計

から結論に都合のよい事実の部分を取り上げて論

じるという安易な方法をとっていた。同じ頃に蒸

気機関車を中心とする鉄道車両に関心をもつアマ

チュアの研究者が車輌の形態や履歴に関する調査

を始めていて，１９２９年以降，鉄道雑誌の刊行が

始った。しかし，断片的な個別調査の報告に止

まっていた。

基本的な一次史料に基づく鉄道史研究は経営史

研究の分野からまず行なわれた。１９５８・５９年に石

井常雄による両毛鉄道史の研究が最初であるが，

地方的な鉄道の歴史を対象とした研究が盛んとな

るのは，１９６０年代後半を待たねばならない。この

時期から個々の地方の鉄道を対象とした研究が経

済史，経営史，歴史学，地理学などの分野から多

くの研究者の参入によって推進される。とくに

１９８０年代に入ると，論文数は一挙に増加し，１９８３

年には鉄道史研究を専門とする鉄道史学会が創立

された。「鉄道の発達と地域社会の変容」という

ようなテーマが上記の学問分野のなかで強力に推

進された。一方アマチュアの研究者の研究も蒸気

機関車中心から鉄道車両の発達全体に拡大し，同

じく個々の鉄道の車輌発達史が精力的に調査され

ていった。そして車種ごとの通史が作られるよう

になり，さらに地域社会のなかでの鉄道の役割解

明を中心とした総合的な視点の開発に向かうよう

になる。これらの研究史については，既に私がま

とめたことがあるので，これを参照してほしい１）。

この目録に現れた論文の題名を見ると，鉄道雑

誌が除外されているので，車輌史研究の傾向はわ

からないが，フィールドワークに基づく地方的な

個々の鉄道の研究が年とともに著しく増加してい

ることが理解できる。同時に個々の鉄道史解明の

成果を総合して，大都市鉄道，ローカル鉄道，特

定の産業と鉄道との関連，橋梁・トンネル・駅な

どの建築・構造物発達などの通史をつくる試みが

かなりの成果を挙げている。他の交通機関の発達

を視野に入れた総合交通体系の中での鉄道史研究

も進んでいる。その反面，あまり進んでいないの

は，社会・経済史的視点と技術史的視点（とくに

土木史，機械工学史，電気工学史など）との結合

であり，今後の大きな問題点といえるであろう。

この目録には，外国の鉄道史に関わる論文も少

数ながら含まれている。しかし，私の手許に集

まった論文はおそらく全体から見れば，ごく少な

い割合であろう。ただ，鉄道史研究は日本ばかり

でなく，世界的に見てもある特定の国の鉄道史を

対象とした一国史研究が圧倒的に多く，世界的視

野で国際比較を行なうような研究は少ない。この

ことも今後の課題である。

なお，本目録の掲載順序は，刊行年次順（暦年）

とし，同一年次のなかでは著者名の漢字コード順

に配列し，著者名，論題，収録誌名，巻（号）の

順に表示した。

（注）

１）青木栄一：「鉄道交通史」．（交通学説史研究

会編『交通学説史の研究（その�）』，〈第

４部第１章〉，運輸経済研究センター，

１９９１，pp.４１９～４７８，所収）．

青木栄一：「鉄道史研究における地方史的ア

プローチの系譜」．明大商学論叢８０（１・

２），１９９８，pp.１～１９．

青木栄一：「鉄道趣味のあゆみ―『鉄道ピク

トリアル』の半世紀とともに―」．鉄道

ピクトリアル７０３，２００１，pp. １３１～１５５．

青木：青木栄一所蔵 鉄道史関連雑誌論文目録
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青木栄一所蔵 鉄道史関連雑誌論文目録

１９５０年

吉川貫二，我国私鉄の萌芽と関西鉄道会社，同志

社商学，２�

吉川貫二，明治初年における我国鉄道政策の動揺

とその推移，同志社商学，２�

大橋與一，帝政露西亜の西比利に於ける横断鉄道

建設と地理的事情，宇都宮大学学芸学部研究

論集，１

１９５２年

増井健一，わが国資本主義創始期の鉄道，運輸と

経済，１１（４・５）

１９５３年

清水馨八郎，都市の交通圏とその拡大，都市問

題，４４�

増井健一，輸送手段発達の地域性について，三田

学会雑誌，４６�

１９５４年

浅井得一，泰緬鉄道，新地理，１�

１９５５年

金谷重義，ロンドン交通統制の史的発展，都市問

題，４６�

渡邊慶一，鉄道信越線の開通と村の変化〈共通課

題報告要旨〉，地方史研究，１８

有末武夫，伊豆半島の交通資料 発達史的部面

その１ 陸上交通篇，私家版

１９５６年

稲葉松三郎，今は昔 郷土多摩鉄道事始め覚書―

中武馬車鉄道の巻―，多摩郷土研究，３１

清水馨八郎，大阪市の都心形成と市内交通，都市

問題，４７�

１９５７年

海野一隆，（資料）中国の鉄道交通の発展，人文

地理，９�

１９５８年

角本良平，都市交通，地理，３�

清水馨八郎，大都市地域構造と交通秩序，地

理，３�

石井常雄，両毛鉄道会社における株主とその系譜，

明大商学論叢（明治大学商学研究所），４１

（９・１０）

谷合良治，五日市鉄道敷設に就いて，多摩郷土夜

話（白雪書房），巻号不明

１９５９年

石井常雄，両毛鉄道会社の経営史的研究，明治大

学商学研究論集，４

１９６０年

関島久雄，甲武鉄道２３の疑問点を解く，成蹊大学

政治経済論叢，１０�

柴田貞一，尾張鉄道，地方史研究，４６

西川由造，都市交通の推移，汎交通，１９６０．１１

有末武夫，戦前における伊豆半島南部の交通関係

の発展，群馬大学紀要人文科学篇，９�

１９６１年

関島久雄，甲武鉄道―東京地方の地方公益企業と

しての研究�，成蹊大学政治経済論叢，１１�

小熊米雄，日本における森林鉄道用蒸気機関車に

ついて，北海道大学農学部演習林業務資料

有末武夫，戦後における伊豆半島南部の交通関係

の発展，群馬大学紀要人文科学篇，１０�

１９６２年

関島久雄，甲武鉄道―東京地方の地方公益企業と

しての研究�，成蹊大学政治経済論叢，１２�

小熊米雄，日本の森林鉄道用車両について，日本

林学会北海道支部講演集，１１

有末武夫，東京およびその周辺における交通量の
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推移，群馬大学紀要人文科学篇，１１�

１９６３年

関島久雄，甲武鉄道―東京地方の地方公益企業と

しての研究��，成蹊大学政治経済論叢，１２

�，１３�

原田勝正，わが国鉄道史研究上の成果と問題点，

交通文化，１

原田勝正，鉄道史関係主要文献目録（抄出），交

通文化，１

浅井得一，泰緬鉄道補遺，新地理，１０�

有末武夫，日本の鉄道貨物輸送，群馬大学紀要人

文科学篇，１２�

１９６４年

原田勝正，東海道線の開通とその影響〈共通課題

報告要旨〉，地方史研究，７０

山口平四郎，ブレンネル峠とチロルの交通体系，

立命館文學，２３３

酒本 昇，鉄道貨物輸送の現状と将来，地理，９

�

青木栄一，都市化の過程における鉄道交通網の形

成とその変質―東京周辺における鉄道交通網

を例として―，交通文化，３

田中時彦，政策決定の視点からみた日本の鉄道創

設―日本政府側の意図の解明―，交通文化，

４

１９６５年

原田勝正，鉄道敷設法制定の前提，日本歴史，

２０８

古田十一朗，直江津線建設に関する史料�，交通

文化，５

星野誉夫，明治期の私鉄と銀行―日本鉄道会社と

第１５国立銀行―，交通文化，５

川田礼子，中央線の建設とその経済的背景，交通

文化，５

浅香幸雄，明治後期における駿甲連絡鉄道の建設

運動，地理学研究報告（東京教育大学地理学

教室），�

大庭正八，オット一代記，教師の広場，３	

東 皓傳，陰陽連絡と山陰の地域開発，広島県高

等学校教育研究会社会科部会研究紀要，２

本田紀久子，横浜鉄道に見る私有鉄道の一構造，

交通文化，５

１９６６年

玉城 肇，明治期における「鉄道熱」について―

近代日本産業発達史の一研究―，愛知大学２０

周年記念論文集（経済編），５１・５２

青木栄一，わが国の鉄道における初期の客車の変

遷について，都留文科大学研究紀要，３

淡路憲治，中越鉄道敷設と地主層との関連，富大

経済論集（富山大学経済学部），１２�

中川浩一，ダム建設と交通路，地理，１１�

東 皓傳，近・現代における陰陽連絡―旅客交通

を中心に―，芸備地方史研究，５６・５７

柾 幸雄，わが国における鉄道路線の廃止，日本

交通学会第２５回大会報告

有末武夫，東京・名古屋・大阪における都市の発

達と交通との関係，群馬大学教育学部紀要人

文・社会科学編，１６�

１９６７年

宇田 正，官営釡石鉱山鉄道資材の払下げと阪堺

鉄道会社の成立―『工部省時代』の終焉―，

追手門経済論集，１�

山村順次，温泉観光集落の発達と機能―中伊豆の

修善寺・伊豆長岡の場合―，歴史地理学紀要，

１０

小原敬士，アメリカの鉄道，地理，１２�

青木栄一，鉄道の現代的意義と地域嵳，地理，１２

�

青木栄一，鉄道交通地理学の系譜と方法論に関す

る考察，都留文科大学研究紀要，４

青木栄一，鉄道交通地理学の調査法―とくに局地

鉄道の調査を中心として―，研究と資料（都

留文科大学社会科研究室），１

池田博行，近代的交通資本の形成，専修商学論集，

５
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中川浩一，開発途上国における鉄道の構造，地理，

１２�

日野尚志，北九州・筑豊地域における鉄道の発達

と現況ならびに鉄工業生産と輸送の関係につ

いて，有明工業高等専門学校紀要，３

浮田典良，ヨーロッパの鉄道，地理，１２�

有末武夫，日本の鉄道，地理，１２�

１９６８年

宇田 正，近代堺における鉄道問題とその産業的

背景，堺研究，３

工藤和馬，鉄道不採算路線問題の本質，流通経済

論集（流通経済大学学術研究会），３�

池田博行，近代的交通資本の形成，交通学研究，

１９６８年

池田博行，近代的交通資本の前史，専修商学論集，

６

中務一郎，ニュー・サウスと鉄道規制，千葉商大

論叢，１０

１９６９年

奥野隆史，アメリカ合衆国における都市交通，地

理，１４�

山村順次，伊香保・鬼怒川における温泉観光集落

の発達と経済的機能―温泉観光地の研究 第

２報―，地理学評論，４２


山村順次，伊香保・鬼怒川における温泉観光集落

形成の意義―集落の社会経済構造からみた―，

地理学評論，４２	

松井 透，イギリス帝国主義とインド社会―鉄道

建設を焦点にして―，岩波講座『世界史』，

第２２巻

青木栄一，ローカル線問題を考える��，地

理，１４�，


青木栄一，下津井鉄道の成立とその性格―瀬戸内

海近世港町における鉄道導入に関する研究第

一報，地方史研究，９７

青木栄一，近世港町鞆および下津井における鉄道

交通の導入とその特質，東北地理，２１�

青木栄一，第一次産業地域における局地鉄道の建

設―地主金融資本の役割を中心として―，歴

史地理学紀要，１１

青木栄一，日本の私鉄における貨物輸送の性格―

運輸密度と貨物品目構成を中心として，地理

学評論，４２�

青木栄一，ヨーロッパの都市交通，地理，１４�

中川浩一，日本の都市交通の種々相，地理，１４�

藤沢 晋・在間宣久，中国鉄道の設立と資本・営

業の展開過程―私鉄の設立・経営とその国有

化をめぐる問題として―，岡山大学教育学部

研究集録，２８

１９７０年

山村順次，箱根における温泉観光地の形成―中央

観光資本の展開過程を中心として―，大東文

化大学紀要（経済学部），８

市川健夫，長野県における鉄道開通，長野県近代

史研究，２

星野誉夫，日本鉄道会社と第１５国立銀行�，武蔵

大学論集開学２０周年記念論文集，１７

青木栄一・亀田郁子，黒部鉄道の建設とその性格

―電力資本による地域開発の一例―，新地理，

１７�

有末武夫・青木栄一，Development of Railway

Network in the Tokyo Region from the

Viewpoint of Metropolitan Growth, The

Japanese Cities，日本地理学会

１９７１年

宇田 正，わが国鉄道事業経営における政府と企

業―『鉄道政略』の展開過程，経営史学，６

�

吉沢 誠，善光寺白馬電鉄の研究，信濃，２３


宮川秀一，幻の鉄道網―伊丹を中心とした―，歴

史と神戸，１０�

今野修平，貨物の地域間流動，地理，１６


執筆者不明，成らなかった土鶴鉄道―『神戸開港

３０年史』より―，歴史と神戸，１０�

松岡秀夫，赤穂の私鉄，歴史と神戸，１０�

星野清光，青梅線の旅客輸送・貨物輸送の現状と
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問題点，地理，１６�

星野誉夫，日本鉄道会社と第１５国立銀行�，武蔵

大学論集，１９�

青木栄一，交通研究と地理学，地理，１６�

藤沢 晋・在間宣久，中国鉄道の大正・昭和期経

営と国有化―私鉄経営の苦悩と国有化を中心

として―，岡山大学教育学部研究集録，３１

木村 孝，私鉄山陽鉄道の成立，歴史と神戸，１０

�

木村辰男，山陽・山陰連絡鉄道の形成過程―鉄道

敷設法の公布に関連して―，神戸学院大学紀

要，��

１９７２年

原田雅純，岩鼻軽便鉄道について，群馬文化，

１３０

原田雅純，緑野馬車鉄道について，群馬文化，

１３５

星野誉夫，日本鉄道会社と第１５国立銀行�，武蔵

大学論集，１９（５・６）

青木栄一，交通よりみた中央日本の変容，地理，

１７�

青木栄一，山地と鉄道交通，地理，１７	

有末武夫，飛騨山地地域における開発と交通，群

馬大学教育学部紀要人文・社会科学編，２２


１９７３年

宮本政幸，鉄道技術に関する知識の導入過程（�）

―特に機関車に関して―，京都教育大学紀要，

Ａ４３

原田勝正，明治中・末期における近畿地方の鉄道

網形成について〈共通課題報告要旨〉，地方

史研究，１２４

小川 功，２０世紀初頭における米国生保の財務活

動―巨大生保の銀行系列化と企業支配を中心

に―，生命保険経営，４１�

青木栄一，観光開発と交通，地理，１８�

青木栄一，房総地方における鉄道網の形成とその

問題点―房総地方鉄道史序説―，地方史研究

協議会編：『房総地方史の研究』（雄山閣出版）

大坪省三，府中における交通（その２），府中市

史近代編資料集，１２

白土貞夫，成田鉄道の建設とその背景，成田市史

研究，２

武知京三，明治期一私有鉄道会社の命運，社会経

済史の諸問題（黒田兵治郎先生古稀記念論文

集）

１９７４年

宮本政幸，鉄道技術に関する知識の導入過程（�）

（�）―特に機関車に関して―，京都教育大

学紀要，Ａ４４，Ａ４５

青木栄一，客車研究入門，復刻『明治４３／４４年版

客車略図』別冊解説，丹沢新社

青木栄一，交通地理学の研究系譜に関するノート

―第二次世界大戦前における日本の交通地理

学の導入と展開を中心として―，地域研究

（立正地理学会），１５�

淡野明彦，私鉄資本の進出に伴う秩父地方の変容，

地理学評論，４７	

１９７５年

原田 栄，新聞輸送の地理学的研究―東北地方の

場合―，福島工業高等専門学校紀要，１１�

小西正雄，福知山線の経路変更問題いついて，兵

庫地理，１９

小林 博，西ドイツ諸都市における鉄道駅の立地

移動，山口平四郎先生定年事業会編『地域と

交通』，大明堂

朝倉希一，自動連結器採用の思い出��，汎交通，

７５�


田中通夫，幻の鉄道―明治後期・大正期における

京都府下の鉄道建設計画事例―，資料館紀要

（京都府立総合資料館），４

武知京三，新宮鉄道の設立過程，和歌山県史研究，

３

柾 幸雄，国鉄線をめぐって―とくに対応する市

民の意識と赤字在来線の対策―，『現代日本

の交通問題』（ジュリスト増刊総合特集），２

末尾至行，「幻の鉄道」３件，吹田の歴史，３
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１９７６年

伊藤好一，幻の鉄道―八王子鉄道と八王子市場圏

―，多摩のあゆみ，２

稲葉芳亭，青梅鉄道事始め，多摩のあゆみ，２

宇田 正，明治前期日本における東西連絡幹線鉄

道の建設―中山道鉄道から東海道鉄道へ―，

追手門学院大学創立１０周年記念論文集・経済

学部編

桜井 徹，日本鉄道株式会社の資本蓄積条件と国

有化問題（上）―国家独占生成に関する準備

的考察―，大阪市大論集，２５

青木栄一，観光開発における都市鉄道の役割，巨

大都市化に伴う空間生態の変容に関する研究

（文部省科研費報告書）

青木栄一，甲武鉄道，多摩のあゆみ，２

青木栄一，多摩の鉄道―そのあゆみと背景―，多

摩のあゆみ，２

島田幸一，群馬県鉄道布設序説，群馬県史研究，

３

武知京三，第二次鉄道熱期についての考察―西

成・河陽両鉄道を中心に―，近畿大学短大論

集，８�

武知京三，日清戦争後鉄道会社の株主とその系譜，

青鞜女子短期大学紀要，６

末尾至行，「北大阪電鉄」誕生の経緯―私鉄発達

史の一駒―，『日本文化史論叢』（柴田實先生

古稀記念会）

１９７７年

桜井 徹，日本鉄道株式会社の資本蓄積条件と国

有化問題（下）―国家独占生成に関する準備

的考察―，大阪市大論集，２６

小川 功，２０世紀初頭におけるわが国生保の財務

活動―鉄道金融を中心として―，生命保険経

営，４５�

松島 忠，「鉄道記念物」制度の概要，産業考古

学，１

青木栄一，東濃地方における鉄道網の形成，東京

学芸大学紀要第３部門社会科学，２８

青木栄一，富士山をめぐる交通網の形成，児玉幸

多監修『富士山麓史』，富士急行

武知京三，南海鉄道創設過程の一駒，近畿大学短

大論集，９�

福田泰幸，初期アメリカ鉄道業と会計情報�，商

経学叢，５８

老川慶喜，わが国における全国的鉄道体系形成過

程の特質―京都鉄道建設をめぐる政府と企業

の動向―，社会経済史学，４３�

老川慶喜，明治前期八王子における鉄道敷設の動

向―市場圏の形成という視角から―，地方史

研究，１４６

１９７８年

園田正雄，西武線・思い出の車輌，多摩のあゆみ，

１１

関島久雄，明治３１年当時の「多摩の鉄道」，多摩

のあゆみ，１１

栗原利喜夫，国鉄創業当時のレール，産業考古学，

７

佐藤美知男・星野清光，五日市鉄道遺跡「立川～

拝島」間を歩いて，多摩のあゆみ，１１

小山 博，多摩湖電車寸感，多摩のあゆみ，１１

瀬古龍雄，赤谷鉱山専用鉄道と飯豊川橋梁等，産

業考古学，５

青木栄一，日本の産業私鉄の発達序説，『自然と

文化』（神尾明正先生退官記念論文集），神尾

明正先生退官記念事業実行委員会

青木栄一，武蔵野の開発と郊外鉄道網の発達，地

理，２３�

石井道郎，秋川谷交通小史―五王バスと五日市鉄

道物語―，多摩のあゆみ，１１

大坪省三，多摩地方「幻の鉄道敷設計画」，多摩

のあゆみ，１１

淡野明彦，日本の主要観光地における大手私鉄資

本進出の実態，新地理，２５�

白土貞夫，新勝寺参詣客輸送をめぐる成田，総武

両鉄道の抗争，成田市史研究，５

武井 武，川越鉄道の創業，多摩のあゆみ，１１

武知京三，和歌山における鉄道敷設概況，和歌山

の研究，４
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福田泰幸，初期アメリカ鉄道業と会計情報�，商

経学叢，５９

老川慶喜，明治中・後期埼玉県下における馬車鉄

道の展開，日本歴史，３６７

老川慶喜，明治中期関東地方における横断線の建

設計画―関東鉄道計画線（川越―成田間）に

ついて―，地方史研究，１５５

１９７９年

宇佐美ミサ子，小田原電気鉄道の成立と展開，小

田原地方史研究，１０

塩原正典・小早川隆夫，古いレールの実態調査，

産業考古学，１２

菊池一郎・淡野明彦，伊勢志摩における観光開発

の展開と経済的効果，奈良教育大学紀要人

文・社会科学，２８�

原田勝正，鉄道技術の自立過程における専門官僚，

歴史評論，３５０

今城光英，阪堺鉄道会社の設備金融，経営史学，

１３�

佐久間隆人，１９世紀後半におけるイギリス鉄道業

の収益率低下の原因に関する一考察，経済系

（関東学院大学経済学会），１１９

小池重喜，群馬鉄道馬車株式会社の前史及び「電

化」計画について，高崎経済大学付属産業研

究所紀要，１４

星野誉夫，明治初年の私鉄政策―「鉄道国有主義

説」・「幹線官設主義説」の再検討―，武蔵大

学論集，２７（３・４・５）

青木栄一，地方都市における交通網の再編成（第

�章第４節），青木栄一ほか編『現代日本の

都市化』，古今書院

増井健一，Transport and Regional Policy in Ja-

pan, Transport and Regional Development―

AnInternational Handbook （W.A.G. Blonk

ed．）

飯塚一雄，碓氷第３橋梁，産業考古学，１１

林 武，Historical Background of Technology

Transfer, Transformation, and Development

in Japan, Project on Technology Transfer,
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西藤二郎，小林一三とその上司たち，京都学園大
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原田勝正，神奈川県鉄道史（上），神奈川県史通

史編，６

原田勝正，鉄道導入と技術自立への展望，国連大

学「人間と社会の開発プログラム」研究報告

佐藤英達，本邦地方鉄道企業金融史の一研究，追
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浅香勝輔，鉄道と歴史的景観，地理，２６�
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君島光夫，東京における黎明期の地下鉄づくりに
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松原 宏，東急多摩田園都市における住宅地形成，

地理学評論，５５�

新谷洋二・松谷春敏，横浜における路面電車の役

割の変遷に関する考察，日本土木史研究発表

会論文集，２

瀬古龍雄，信越電力中津川発電所工事における資
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１０

星野誉夫，明治初年の私鉄政策と関西鉄道会社�，

武蔵大学論集，２９（５・６）
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（コインブックス１１）

土屋俊幸，交通資本による観光開発の展開過程―

戦後期―，林業経済，４０７

武知京三，西成鉄道の成立と展開―日本鉄道史の
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武知京三，日本鉄道史に関する一覚書―鉄道国有
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平野雅也，国鉄ローカル線問題と公共交通，法政
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の機能―島根県邑智郡を事例として―，経済
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野尻 亘，鉄道輸送を中心として見た素材的工業
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１９８４年
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宇田 正，陸運業，経営史学の２０年―回顧と展望

―，経営史学会

亀井一男，交通を通じて半世紀前をおもう，神戸

史談，２５７

吉川文夫，阪神電気鉄道のレンガ造り建物考，産

業考古学，３７

吉谷和典，ロムニー・ハイス・アンド・ダイム

チャーチ鉄道の成立と発展，鉄道史学，２

君島光夫，鉄道先人�―早川徳次，汎交通，８５�

原田勝正，旅行者の見た駅前の魅力，晨，

１９８５．８

高橋泰隆，南満州鉄道株式会社（満鉄）史研究の

現状と課題，鉄道史学，２

佐藤英達，明治末期一地方鉄道の経営計画とその

挫折―温泉廻遊鉄道の事例―，鉄道史学，２

小西純一・西野保行・渕上龍雄，明治期に製作さ

れた鉄道トラス橋の歴史と現状（第１報）―

２００フィートダブルワーレントラスを中心と

して―，日本土木史研究発表会論文集，５

小川 功，生保財務論（�）―生保財務発達史（明

治・大正期）―，生命保険文化研究所

小川 功，民間活力による社会資本整備の歴史―

土木分野における官民協力を中心として―，

土木学会誌，１９９５．５

小谷正典，１９２０年代の電気鉄道敷設計画―福井市

の都市構造の変質と環状線敷設構想―，福井

県史研究，２

小谷正典，北陸線の敷設について，研究集録（福

井県立藤島高校），２４

生田保夫，アメリカ国民経済の生成と鉄道建設・

付属資料，流通経済大学論集，１９（３・４）

西藤二郎，京都府下・丹波地区における鉄道敷設

運動，京都学園大学論集，１４�

青木栄一，イギリスにおける最近の大都市交通，

Mobility，５９

青木栄一，メソスケールの鉄道史に関する考察，

青木：青木栄一所蔵 鉄道史関連雑誌論文目録

１９



東京学芸大学紀要第３部門社会科学，３７

青木栄一，わが国の鉄道史研究における外国語文

献の意義と性格，鉄道史学，２

青木栄一，観光開発と日本の鉄道，観光文化（日

本観光協会），５３

青木栄一，都市交通における中量交通機関の役割，

都市問題研究，３７�

大場茂明，中部ルール地方における集落発展に対

する公共近距離旅客交通（OPNV）の影響，

人文地理，３７�

大島登志彦，嬬恋村における交通機関の変遷，群

馬県立嬬恋高等学校研究紀要，１０

中務一郎，アメリカ鉄道史研究の動向，鉄道史学，

２

張 文甞，北亰の都市鉄道，地理，３０�

天野光三・前田泰敏・二十軒起夫，東大阪地域に

おける鉄道網の発達過程について（その２），

日本土木史研究発表会論文集，５

湯沢 威，The Introduction of Electric Rail-

ways in Britain and Japan, The Journal of

Transport History,３rd ed.,６（１）

藤田貞一郎，江若鉄道の成立と大津市，鉄道史学，

２

白井 昭，大井川鉄道千頭駅の古典レール，産業

考古学，３６

白井 昭，東海道線磐田駅跨線橋，産業考古学，

３５

白土貞夫，成田鉄道をめぐる幻の鉄道網―成芝鉄

道建設計画を中心として―，成田市史研究，

１０

箸本健二，遠州鉄道の分析―鉄道旅客の変動に見

る浜松都市圏の地域構造変化―，法政地理，

１３

武知京三，大阪市営交通事業の展開と労働運動―

１９２０年代の動向を中心として―，近畿大学労

働問題研究，２０

武知京三，南海鉄道の電化と労務問題一斑，鉄道

史学，２

野田正穂，西武コンツェルンの形成について，鉄

道史学，２

鈴木文彦，国鉄ローカル線の機能と転換または再

生への展望，運輸と経済，４６�

１９８６年

宇田 正，長谷川如是閑と南海沿線（�）―天下

茶屋からの大阪郊外文化論―（「南海と沿線

の１００年」のページ，６０），南海道研究（南海

道総合研究所），１０８

宇田 正，長谷川如是閑と南海沿線（�）（�）（�）

―「泉州行脚」の足跡をたどる―（「南海と

沿線の１００年」のページ，６１，６２，６３），南海

道研究（南海道総合研究所），１０９，１１０，１１１

吉川文夫，東京・目黒通りの都電の遺産，産業考

古学，３９

原田勝正，国鉄問題の歴史的背景，鉄道史学，４

五味武臣，石川県における鉄道を中心とした交通

網の形成過程（明治期），金沢大学教育学部

紀要，人文科学・社会科学編，３５

後藤正人，現代交通権訴訟の一源流―１８８５年，幌

内鉄道運賃減額請願運動―，和歌山大学教育

学部紀要人文科学，３５

今井圭子，Research Note，on Argentine Rail-

way Traffic and Profits prior to Nationaliza-

tion，鉄道史学，３

今城光英，国鉄改革の課題と視点，地理，３１�

今城光英，国鉄改革をめぐる諸問題とその歴史的

性格，鉄道史学，４

今野修平，交通体系の変化と鉄道交通，地理，３１

�

佐藤豊彦，朝鮮鉄道史の研究動向，鉄道史学，３

細田繁雄，わが国における交通研究の史的展開―

交通学説史研究会編「交通学説史の研究」を

みる―，交通史研究，１５

桜井 徹，鉄道国有化（１９０６―０７）と国鉄分割・

民営化―その比較検討―，鉄道史学，４

三浦 忍，大正期・佐世保電気軌道の敷設計画に

ついて，長崎県立国際大学論集，１９�

山口和雄，近代的輸送機関の発達と商品流通―北

陸・北越地方の場合―，山口和雄・石井寛治

編：『近代日本の商品流通』，東京大学出版会

文化情報学 第１１巻第２号（２００４）
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小山 徹，ストックホルムの都市鉄道の技術史的

考察―市街馬車鉄道から地下電気鉄道まで―，

鉄道史学，４

小川 功，宮城電気鉄道の設立動機と設備金融―

親会社高田商会の破綻と生保融資―，鉄道史

学，３

小川 功，民間活力論と生保創業者の実践活動―

湖東鉄道，東京高速鉄道による民間代行―，

生命保険経営，５４�

小野田滋，橋梁架設用操重車ソ１形の歴史，日本

土木史研究発表会論文集，６

松原 淳・山川 仁，戦前の東京圏における民営

鉄道による沿線開発と学園町の形成，日本土

木史研究発表会論文集，６

深水正元，ローカル鉄道の廃止転換と地域づくり，

地理，３１�

星野誉夫，明治前期の鉄道政策，鉄道史学，４

生田保夫，アメリカ国民経済の生成と鉄道建設・

付属資料���，流通経済大学論集，２０

（１・２・３・４），２１�，�

西藤二郎，摂丹鉄道の計画と挫折，京都学園大学

論集，１４�

西藤二郎，大和鉄道の敷設過程と経営者理念，鉄

道史学，３

西野保行・小西純一・渕上龍雄，明治期に製作さ

れた鉄道トラス橋の歴史と現状―英国系トラ

スその２―，日本土木史研究発表会論文集，

６

青木栄一，近代交通史研究における歴史地理学の

性格と方法，歴史地理学紀要，２８

青木栄一，湖東線の建設と地域社会，草津市史第

３巻巻報

青木栄一，世界史の中の国有鉄道，地理，３１�

青木栄一，鉄道史研究の視点と問題点，鉄道史学，

３

大場茂明，ドイツ連邦共和国における近年の公共

近距離交通（OPNV）の動向，人文研究（大

阪市立大学文学部），３８�

大島登志彦，上田交通における鉄道廃止とバス事

業との関係，鉄道史学，３

大野浩光，和賀軽便鉄道の成立と地域社会，鉄道

史学，４

中岡良司・森 弘・佐藤馨一・五十嵐日出夫，

交通路の発達による時間距離の変遷について

―リージョナル・データベースを用いて，日

本土木史研究発表会論文集，６

中川浩一，日本最古の鉄道トラス橋の保存を実現

させよう，産業考古学，３９

中村雅一・稲葉克巳・渡辺貴介，戦前の関東圏に

おける観光関連鉄道路線の展開と誘客策に関

する研究，日本土木史研究発表会論文集，６

田中俊宏，近年のフランス鉄道史の研究について，

鉄道史学，４

藤井信夫，大阪近郊における私鉄電車の発達，鉄

道史学，４

藤田貞一郎，近江の近代化と鉄道―近江鉄道を中

心に―，湖国と文化，３５

白井 昭，解体を待つ国電モハ一形，産業考古学，

４２

半田市立博物館，武豊線１００年のあゆみ，半田市

立博物館

鈴木文彦，国鉄分割・民営化で何が変わる，地理，

３１�

老川慶喜，『東海経済新報』の鉄道論，立教経済

学研究，３３�

老川慶喜，上武（秩父）鉄道会社の建設と資金調

達，鉄道史学，３

１９８７年

安部誠治，１８６０―１８８０年代フランスにおける鉄道

建設と鉄鋼業にかんする覚書，鉄道史学，５

宇田 正，昭和戦前までの京阪電鉄経営の展開と

太田光�，鉄道史学，５
宇田 正，石の鳥居かく語りき―東海道本線付替

えと山科，同人誌・雲，３９

宇田 正，長谷川如是閑と南海沿線（	）―「泉

州行脚」の足跡をたどる―（「南海と沿線の１００

年」のページ７２），南海道研究（南海道総合

研究所），１２０

吉川文夫，加悦鉄道の保存車両，産業考古学，４３

青木：青木栄一所蔵 鉄道史関連雑誌論文目録
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吉川文夫，日本における電気車用集電装置の変遷，

鉄道史学，５

三浦 忍，大正期地方都市電気軌道計画の失敗に

ついて―佐世保電気軌道の場合―，鉄道史学，

５

三木理史，「鉄道忌避」に関するノート―埼玉県

の史料を用いて―，千里地理通信（関西大学

地理学研究会），１６

山口平四郎，中国東北（旧満州）における近代的

交通路の形成，立命館文学，４９９

小西純一・西野保行・渕上龍雄，明治時代に製作

された鉄道トラス橋の歴史と現状（第３報）

―ドイツ系トラス桁―，日本土木史研究発表

会論文集，７

小川 功，佐伯宗義の私鉄経営と日本興業銀行の

支援―信達軌道再建から富山地方鉄道統合ま

で―，鉄道史学，５

小川 功，大阪生命の生保乗取と日本生命の対応

―鴻池財閥から山口財閥への移動説の吟味―，

保険学雑誌，５１６

小宅幸一，常磐地方の鉄道―民営鉄道の盛衰をた

どって―，私家版

小野田滋，国有鉄道における地質調査の黎明と発

展―鉄道省土質調査委員会前史―，日本土木

史研究発表会論文集，７

新谷洋二・堤 佳代，旧城下町における鉄道の導

入とその後の町の変容に関する研究，日本土

木史研究発表会論文集，７

杉本嘉八，三重県における明治２０年代企業の動向

―三重紡績・関西鉄道を主として―〈共通課

題報告要旨〉，地方史研究，２０８

生田保夫，アメリカ国民経済の生成と鉄道建設・

付属資料����，流通経済大学論集，２１�

�，２２��

西藤二郎，小林一三における戦略と組織風土，京

都学園大学論集，１６�

西藤二郎，電鉄経営を中心とした小林一三の革新

性の根拠，鉄道史学，５

西野保行・小西純一，現存するわが国最初の鉄道

用鉄桁―７０ftポニーワーレントラス―，日本

土木史研究発表会論文集，７

青木栄一，イギリスにおける近代交通史研究，交

通史研究，１８

青木栄一，交通地理学への一展望―近代交通機関

の地理学的分析のために―，人文地理，３９�

青木栄一，鉄道史資料としての技術雑誌―『工学

叢誌・工学会誌』を例として―，鉄道史学会

会報，４

石井常雄，両毛鉄道会社の研究，私家版

大島登志彦，群馬県における交通機関の変遷と交

通文化財の現状，群馬県高等学校教育研究会

歴史部会紀要，１６

大島登志彦，地域社会における草軽電鉄のあゆみ

と意義―身近な地域の交通発達に関する教材

事例―，群馬県立嬬恋高等学校研究紀要，１１

渡辺 均，温泉電軌の成立とその性格，鉄道史学，

５

湯沢 威，イギリス経営史研究の現状，経営史

学，２１�

萩原 充，「華北経済提携」をめぐる日中関係―

鉄道と資源開発を中心に―，社会経済史

学，５３�

武知京三，私鉄経営者論の課題―大軌経営陣の素

描―，鉄道史学，５

武知京三，時局下南海鉄道の一動向―「社報」に

みる諸相，和歌山地方史の研究（安藤精一先

生退官記念論文集）

武知京三，鉄道国有化前在阪私鉄の一動向，近畿

大学労働問題研究，２４

武知京三，日本資本主義と地方中小私鉄の成立―

三重県域における一事例―，日本中小企業学

会編：『高度情報化と中小企業』，同友館

野尻 亘，近年における石油輸送手段の選択利用

の変化―第一次石油ショック以降の石油需給

の変化と内航海運の動向に関連して―，経済

地理学年報，３３�

鈴木文彦，過疎地域における通園・通学の交通問

題，竹早教員養成所研究紀要，２

老川慶喜，「東武沿線産業振興会」関係書類（昭

和７年），松平記念経済・文化研究所紀要，

文化情報学 第１１巻第２号（２００４）
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５

老川慶喜，根津嘉一郎と東武鉄道会社の経営再建，

鉄道史学，５

老川慶喜，昭和前期の埼玉県生鮮食料品市場政策，

市場史研究，４

１９８８年

宇田 正，〈動向〉鉄道会社史に関する一考察（西

日本篇），経営史学，２３�

奥平忠志，青函トンネルと青函連絡船，地理，３３

�

下村彰男，観光地空間との関わりから見た交通機

関の史的展開，造園雑誌，５１


吉田昌夫，東アフリカにおける鉄道建設と植民地

経済の発展，鉄道史学，６

久保田博，戦後日本鉄道史の論点，鉄道史学，６

原田勝正，お召列車論序説，遠山茂樹編：『近代

天皇制の展開』，岩波書店

原田勝正，日本の近代化と国有鉄道の役割，交通

史研究，１９

五味武臣，北陸における海上交通の変遷―鉄道発

達との関連から―，金沢大学教育学部紀要人

文科学・社会科学編，３７

今井圭子，ラテンアメリカの鉄道とモノカル

チャー経済―鉄道投資を中心に―，鉄道史学，

６

佐藤信之，船橋鉄道の挫折と北総鉄道の開通まで，

船橋市史研究，３

佐藤豊彦，植民地支配確立期の朝鮮鉄道の形成，

鉄道史学，６

左近晴久，有田鉄道の形成と展開，教育研究紀要

（和歌山県立和歌山東高校），１３

三木理史，近代交通形成過程における鉄道交通の

機能変化―三重県伊賀地方の場合―，歴史地

理学，１４３

持田 豊，青函トンネル建設技術と英仏海峡トン

ネル，地理，３３�

執筆者不明，杉津駅幻景，ウォーク万葉，１５

小関和弘，陸蒸気の衝激―京浜間鉄道の文化史―，

エスキス８８和光大学人文学部紀要別冊

小山 徹，電気鉄道における集電技術と電車線方

式のシステム的確立過程，鉄道史学，６

小西純一・西野保行・渕上龍雄，明治時代に製作

された鉄道トラス橋の歴史と現状（第３報）

―米国系トラス桁その１―，日本土木史研究

発表会論文集，８

小風秀雅，鉄道国有化と運輸網の再編，高村直助

編『日露戦後の日本経済』，塙書房

小野田滋，わが国における鉄道トンネルの沿革と

現状―旧・関西鉄道をめぐって―，日本土木

史研究発表会論文集，８

信賀喜代治，幻の江別町営人力鉄道―創設から終

焉までの経緯を辿る―，北海道史研究（北海

道史研究会），４０

生田保夫，アメリカ国民経済の生成と鉄道建設・

付属資料��，流通経済大学論集，２２��

青木栄一，海を渡る橋とトンネル―陸をつなぐこ

との意義とその歴史地理学―，地理，３３�

青木栄一，新橋～神戸間２０時間５分―東海道線全

通―，土木学会中部支部編『国造りの歴史―

中部の土木史―』，名古屋大学出版部

青木栄一，第３セクター鉄道の成立と展開，運転

協会誌，３５２

青木栄一・小松 丘・鈴木文彦，特定地方交通線

の転換と第３セクター鉄道，東京学芸大学紀

要第３部門社会科学，４０

赤レンガの東京駅を愛する市民の会，赤レンガの

東京駅―その保存・復元に向けて―，谷根千

工房

赤地祐一，神奈川県における鉄道網の形成，『神

奈川県の自然と人文』（伊倉退蔵先生退官記

念論文集）

浅香勝輔，民営鉄道の歴史的景観への研究的視座，

鉄道史学，６

相浦秀也，野田線の歴史―県営から東武まで―，

流山研究・におどり（流山市立博物館友の

会），７

谷口良忠，鉄道省文書「里見軌道」，私家版（群

馬県立図書館蔵）

竹内清和，東京駅煉瓦考，産業考古学，５０

青木：青木栄一所蔵 鉄道史関連雑誌論文目録
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中西健一，交通研究の方法はいかにあるべきか―

角本交通３部作によせて―，季刊輸送展望，

２０６

中島 昭，博多湾鉄道の成立過程，西南地域史研

究，６

堤 一郎，好間軌道の消長―その沿革と車両の概

要―，研究紀要（茨城職業訓練短期大学

校），２

天野光三・前田泰敏・二十軒起夫，関西地方にお

ける寺社参詣鉄道の成立と発展について，日

本土木史研究発表会論文集，８

田中真人，鉄道の「上り・下り」に歴史をみる，

日本歴史，４７７

湯沢 威，イギリス鉄道企業家群像，鉄道史学，

６

武知京三，日本資本主義と地方中小私鉄の展開―

松阪電気鉄道の興亡を中心として―，藪内吉

彦退官記念論攷（大阪郵政考古学会）

北島 修，マレーシアの鉄道建設と地域開発，鉄

道史学，６

笠原 香，甲信鉄道史研究根本資料目録，鉄道友

の会長野支部

鈴木順子，福島県南会津地方における交通条件の

変化と観光地理学的特性，お茶の水地理，２９

鈴木正章，古市公威と東京停車場，日本土木史研

究発表会論文集，８

老川慶喜，〈動向〉鉄道会社史に関する一考察（東

日本篇），経営史学，２３�

老川慶喜，資本主義確立期の鉄道建設構想―南清

の鉄道論策について―，日本近代化の思想と

展開（逆井孝仁教授還暦記念）

１９８９年

岡田広一，英語鉄道用語研究序説―英米の用語の

違いとその文化背景�―，文学芸術研究（大

阪電気通信大学文学語学研究会），５

佐藤正広，明治２０年代における鉄道網形成の諸要

因―甲武鉄道の出願をめぐって―，社会経済

史学，５４


桜井 徹，ドイツ連邦鉄道（DB）の経営改革の

動向とその特徴―日本国有鉄道（JNR）の「分

割・民営化」との比較において―，商学集志

（日本大学商学部），５９（１・２・３）

三木理史，三石をめぐる東備地域の鉄道計画―備

前鉄道を中心として―，岡山県史研究，１１

三木理史，昭和初期における地方鉄道事業の形成

と産業資本―三重県・三岐鉄道の事例―，歴

史地理学，１４７

小西純一・西野保行・渕上龍雄，明治時代に製作

された鉄道トラス橋の歴史と現状（第５報）

―米国系トラス桁その２―，日本土木史研究

発表会論文集，９

小池 滋，イギリスのリゾート都市と鉄道―ブ

ラックプールの場合，鉄道史学，７

小野田滋・司城能治郎・永井 彰・菊池保孝，わ

が国における鉄道トンネルの沿革と現状（第

２報）―旧・京都鉄道，旧阪鶴鉄道をめぐっ

て―，日本土木史研究発表会論文集，９

小林 實，十勝の軌道 その１，トカプチ 十勝

郷土研究，１

小林 實，十勝の軌道 その２，トカプチ 十勝

郷土研究，２

榛沢芳雄・為国孝敏，東京の駅前広場計画の変遷

―明治時代から戦災復興期まで―，日本土木

史研究発表会論文集，９

星 良助，幌内鉄道の運転時刻，小樽市博物館紀

要，５

西成田豊，日本近代化と労資関係―官営鉄道労資

関係の史的構造―，経済学研究（一橋大

学），３０

青木栄一，特定地方交通線転換の地域論的意義―

新生第３セクター鉄道を中心として―，運輸

と経済，４９�

青木栄一，日本の私鉄―その現代史的意義―，広

岡治哉・渡部与四郎編『都市と交通―技術と

経済―』，法政大学産業情報センター―

大島登志彦，碓氷アプト線遺跡の保存運動，産業

考古学，５４

大島登志彦，地域社会における草軽電鉄のあゆみ

と意義―身近な地域の交通発達に関する授業

文化情報学 第１１巻第２号（２００４）
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実践―，学芸地理（東京学芸大学地理学

会），４３

長沼映夫，野田人車鉄道（野田シリーズ１８），野

田市郷土博物館

長船友則，広島で初めて走った軽便汽車，中国地

方鉄道史散策，１

長谷川孝彦，甲武鉄道成立の前提，国史学（国史

学会），１３９

田中真人，１９２８年の天皇即位大典と鉄道輸送，鉄

道史学，７

湯沢 威，イギリス経済の停滞と蒸気機関車輸出

―日本市場をめぐって―，学習院大学経済経

営研究所年報，３

藤井 建，東海道線岡崎駅の忌避運動の実態につ

いて，研究紀要（岡崎地方史研究会），１７

藤井憲男，京都市電廃止過程の都市交通システム

的考察，鉄道史学，７

内田知行，清末における鉄路総公司の設立と解消，

鉄道史学，７

白井 昭，アメリカの電鉄技術を残す名鉄モ五一

〇形電車，産業考古学，５３

野田正穂・原田勝正・青木栄一・小山 徹・老川

慶喜，鉄道史研究と技術について（座談会），

鉄道史学会会報，７

老川慶喜，青果物市場の展開と交通・運輸―埼玉

県南地方を中心に―，市場史研究，６

老川慶喜，日本煉瓦製造会社の経営と輸送問題，

帝亰経済学研究，２３（１・２）

１９９０年

為国孝敏・榛沢芳雄，渋谷の駅空間形成の変遷，

土木史研究，１０

宇田 正，大都市鉄道の歴史像を求めて―シンポ

ジウム「大都市鉄道の史的展開」のための問

題提起―，鉄道史学，８

加藤新一，大都市鉄道の史的展開と鉄道政策―東

京圏における都市鉄道交通の形成と鉄道政策

―，鉄道史学，８

河村清春・小野田滋・木村哲雄・菊池保孝，関西

地方の鉄道における「斜架拱」の分布とその

技法に関する研究，土木史研究，１０

梶本元信，１９世紀中葉における南ウェールズの運

河と鉄道―グラモーガンシャー運河とタフ・

ヴェール鉄道を中心にして―，千里山経済学

（関西大学大学院），２３（１・２）

岸田修一，私鉄資本による生駒山の観光地化，和

歌山地理，１０

窪田陽一・長束裕行，鉄道施設に関する地図型土

木史データベース検索システムの開発―駅及

び橋梁について―，土木史研究，１０

古田 崇・天野光一，駅前広場空間の設計思想及

び手法に関する史的研究，土木史研究，１０

佐藤信之，自動車運送事業規則の成立期に関する

考察，公益事業研究，４１�

佐藤信之，明治末期の地方道路行政と県営鉄道―

有吉知事就任時期の千葉県の場合―，鉄道史

学，８

三木理史，大正期における産業鉄道の地域的特質

―岡山県東備地域を事例として―，人文地

理，４２�

三木理史，都市化と電気鉄道の技術展開―大阪大

都市圏の郊外電気鉄道を事例として―，鉄道

史学，８

山田徹雄，ドイツ資本主義と鉄道史研究，鉄道史

学，８

山本 功・岡村康弘・上石俊之，加古川周辺にお

ける古レール使用鉄道構造物，土木史研究，

１０

市原久義・片寄紀雄・贄田秀世，東京市街線鉄道

高架橋の設計，土木史研究，１０

小西純一，わが国における英国系鉄道トラス桁の

歴史，土木史研究，１０

小川 功，九州民営社会資本と保険資金，九大学

報，１９９０．１

小川 功，大都市鉄道への経営転換と資金調達―

阪神急行電鉄，大阪鉄道の対比を中心として，

鉄道史学，８

小野田滋・石留和雄・松岡義幸，土木史的観点か

ら見た鉄道トンネルとその特徴�，日本鉄道

施設協会誌，１９９０．１２

青木：青木栄一所蔵 鉄道史関連雑誌論文目録
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小野田滋・山田 稔・井上和彦・松岡義幸，わが

国における鉄道トンネルの沿革と現状（第３

報）―旧・官設鉄道長浜―神戸間をめぐって

―，土木史研究，１０

小林 實，十勝の軌道�―十勝の治水工事等に使

われた軌道―，トカプチ 十勝郷土研究，３

小林 實，十勝の軌道 その４―中小河川の工事

に活躍した軌道―，トカプチ 十勝郷土研究，

４

新藤東洋男，私鉄西海鉄道の敷設計画と財界の事

情―永江純一文書に見る明治中期の事情，交

通史研究，２５

青木栄一，欧米の軽電車の発達とその評価，運転

協会誌，３７６

青木栄一，大都市地域における鉄道史研究の視点，

鉄道史学，８

青木栄一・栗原 清，大井川鉄道の成立―ある電

源開発鉄道の建設過程―，歴史地理学，１５０

祖田定一，岡山県倉敷市下津井電鉄株式会社鉄道

事業部ナローゲージよ永遠に！資料集約編，

私家版

大河内信夫，旧国鉄清水港駅のテルハ，産業考古

学，５６

大場茂明，都市鉄道の発達と地域変容―日独近代

都市を事例として―，鉄道史学，８

大島登志彦，群馬県における鉄道文化財の現状と

その意義，群馬高専レビュー，９

大島登志彦，両毛線ものがたり―その１００年のあ

ゆみ―，明るい行政（群馬県総務部行政管理

課），４

丹羽俊彦，東京駅における鉄道輸送機能の発達，

土木史研究，１０

堤 一郎，茨城交通・湊線 那珂港機関区に残る

イギリス製旋盤，産業考古学，５８

堤 一郎・辻 恒平，水戸市内に残る茨城交通水

浜線の産業遺跡，産業考古学，５６

田中美佐，戦後における鉄道民主化に関する序論

的考察―占領政策を中心に―，明治大学大学

院紀要，２７

渡邉恵一，軽便鉄道法の成立―国有化後における

鉄道政策の一側面―，立教経済学論叢，３７

入江平門・西村 聡，意識構造変化と地下鉄路線

計画の歴史的発展過程，土木史研究，１０

武田 泉，北海道における鉄道廃止政策の展開と

沿線地域社会―名寄線・池北線の事例を中心

に―，交通学研究，１９９０

福田泰幸，米国人運河・鉄道技師―Charles Ellet

Jr．の業績―，鉄道史学，８

鈴木恒夫，日本国有鉄道からJRへ，土木史研究，

１０

１９９１年

安部誠治，「鉄道と文化」序説―その分析視角と

方法をめぐって―，鉄道史学，１０

宇田 正，中学生和辻哲郎と修学旅行―『初旅の

記』・『自叙伝の試み』から―，教育研究紀要

（追手門学院教育研究所），１０

宇田 正，本邦鉄道発達の文化史的考察―柳田国

男の所見を中心に―，鉄道史学，１０

岡田広一，鉄道用語にみるアメリカ鉄道文化史，

鉄道史学，９

吉川文夫，戸閉装置の技術と社会史，鉄道史学，

１０

吉川文夫，鉄道車両・施設に見られるマークとそ

の系譜，産業考古学，５９

久保田博，鉄道車両技術史における問題点，鉄道

史学，９

久木尚史，イギリス鉄道業における調停制度

（１９０７―１１年），社会経済史学，５７�

原 輝史，鉄道史研究の最近の動向―第１０回国際

経済史会議を中心に―，鉄道史学，９

原田勝正，鉄道史研究と技術―問題提起にかえて

―，鉄道史学，９

今城光英，Outcome of the Privatisation of the

Japanese National Railways，大東文化大学

経営研究所，１２

桜井 徹，旧西ドイツの私鉄経営の若干の特徴，

鉄道史学，１０

三木理史，明治末期における地方公益事業の地域

的展開―才賀電気商会を事例として―，人文

文化情報学 第１１巻第２号（２００４）
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地理，４３�

山岡茂樹，復興期に非国鉄系車輌用ディーゼル―

三菱DF・DE系機関をめぐって―，鉄道史学，

９

篠田哲昭・中尾 努・早川寛志，幕末・明治期に

おける茅沼炭山の石炭輸送について，土木史

研究，１１

小関和弘，文学の中の鉄道―その一断面―，鉄道

史学，１０

小松芳喬，ブラドショオ時刻表創刊１５０周年，鉄

道史学，９

小西純一・西野保行・渕上龍雄，明治時代に製作

された鉄道トラス橋の歴史と現状（第６報）

―国内製作桁―，土木史研究，１１

小川 功，大阪鉄道の経営と資金調達，鉄道史学，

１０

小川 功，大阪鉄道の社債創始と保険会社の引受，

証券経済学会年報，２６

小川 功，保険金融の展開と社会資本整備（序説）

―明治・大正期の鉄道・電力投融資を中心に

―，保険学雑誌，５３３

小川 功，明治期における社債発行と保険金融―

主要鉄道・工業１０社の事例研究，文研論集

（生命保険文化研究所），９７

小川 功，明治期の社債発行と保険会社の引受，

証券経済学会年報，２６

小川 功，明治期の社債発行と保険会社の銘柄選

好―長期，大口，確実性志向と鉄道債，証券

経済，１７８

小風秀雅，戦間期における京浜電鉄の路線拡張戦

略―東京横浜電鉄との競合を軸として―，市

史研究よこはま，５

小野田滋・石留和雄・松岡義幸，土木史的観点か

ら見た鉄道トンネルとその特徴��，日本鉄

道施設協会誌，１９９１．１，２

小林 實，十勝の軌道 その５（河川工事とその

他に使用された軌道），トカプチ 十勝郷土

研究，５

真鍋裕司，電車列車の発達過程，鉄道史学，９

西野保行，わが国における鉄道用レールの変遷，

産業考古学，６２

青木栄一，鉄道交通史（第４部交通史学の展開と

その系譜，第１章），交通学説史研究会編『交

通学説史の研究（その�），運輸経済研究セ

ンター

青木栄一，村山祐司，交通地理学の展開とその系

譜（第３部），交通学説史研究会編『交通学

説史研究（その�）』，運輸経済研究センター

青木栄一，日本の幹線用蒸気機関車の発達―その

評価と問題点―，鉄道史学，９

青木栄一，日本の鉄道をめぐる風土，市川健夫編

『日本の風土と文化』，古今書院

斉藤雅男，電車特急「こだま」の計画と実現―鉄

道を総合システムとしてとらえた最初のプロ

ジェクトを回顧して―，鉄道史学，９

多田博一，１９世紀インドにおける鉄道の建設―イ

ギリス人技師のみた技術的特徴を中心に―，

鉄道史学，９

多田博一，鉄道の普及とインド民族意識，鉄道史

学，１０

大島登志彦，新線（粘着方式）建設とその変遷，

上州路，２０５

椎名公一・松本嘉司・三浦 重・内田雅夫・坂本

謙二・宮本征夫・吉川恵也・小野田滋，鉄道

工学（第１部交通に関係する工学の展開とそ

の系譜，第２章），交通学説史研究会編『交

通学説史の研究（その�），運輸経済研究セ

ンター

堤 一郎，民営鉄道の工場に見る工作機械の駆動

システム，産業考古学，６２

堤 一郎・吉田幸夫，茨城交通・湊線 那珂港機

関区の英国製車輪旋盤について，研究紀要

（茨城職業訓練短期大学校），５

堤 一郎・大島登志彦，三春馬車鉄道と磐梯急行

電鉄の保存車両，産業考古学，５９

堤 一郎・辻 恒平，水戸市内に残る茨城交通水

浜線の産業遺産，産業考古学，６２

田中美佐，戦後における交通民主化政策に関する

序論的考察―GHQ文書を中心として―，明

治大学大学院紀要，２８
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東 皓傳，シティ電車にみる地域性，『現代都市

学の展開』（日本都市学会年報）

藤原康雄・奥野博久・松岡義幸・萱原瑞穂，JR

大阪環状線のルーツをさぐる―環運転３０周年

―，土木史研究，１１

白井 昭，蒸気機関車用投炭練習機を復元，産業

考古学，６２

白井 昭，保存鉄道への道―大井川鉄道の事例―，

産業考古学，６２

白土貞夫，成田の電燈電力史―成宗電気軌道の電

力供給事業を中心として―，成田市史研究，

１５

木田清人，五城目軌道の成立と地域社会，鉄道史

学，１０

有賀宗吉，略年表―総評から連合へ―，汎交通，

９１	

１９９２年

SMITH, Ian, The History of the Japanese Na-

tional Railway１９４９―１９８７, A Balanced View，

鉄道史学，１１

伊東 孝，「可動橋一覧」の作成と近代可動橋の

現在の評価，土木史研究，１２

為国孝敏・榛沢芳雄，鉄道が都市の発展に与えた

影響に関する史的研究―渋谷を中心として―，

土木史研究，１２

宇田 正，「汽車場」への道標，交通科学博物館

だより，２７

宇田 正，近代大阪市民交通の軌跡―巡航船から

市電まで―，大阪春秋，６９

遠藤恒吉，売店・赤帽・靴みがき（ああ上野駅），

白い国の詩，４３２

塩崎文雄，上野駅と近代文学（ああ上野駅），白

い国の詩，４２７

奥須磨子，駅をとりまく街（ああ上野駅），白い

国の詩，４３１

吉川文夫，鉄道発祥の地・旧新橋駅跡，産業考古

学，６６

久保田博，鉄道事故の解析と対策，鉄道史学，１１

宮入源太郎，荒廃進む旧上田丸子電鉄真田駅舎，

産業考古学，６４

宮脇俊三，上野駅からの旅（ああ上野駅），白い

国の詩，４３６

月岡康一・小西純一・和田林道宜，澱川橋梁の設

計について―現代トラス橋との比較の試み―，

土木史研究，１２

原田勝正，上野駅の誕生（ああ上野駅），白い国

の詩，４２５

古川愛哲，上野周辺右徃左徃（ああ上野駅），白

い国の詩，４３４

佐藤豊彦，上野駅構内施設（ああ上野駅），白い

国の詩，４３５

坂井一実，佐賀県における馬車鉄道事業―佐賀馬

車鉄道を中心に―，交通史研究，２８

三木理史，安濃鉄道の事業展開と村落地域社会，

三重県史研究，８

三木理史，三重県における戦時交通統制と地域交

通体系の再編成，地理学評論，６５�

山岡茂樹，三菱ZC７０７―地上に降りた航空エンジ

ン―，鉄道史学，１１

小関和弘，こころ模様の駅（ああ上野駅），白い

国の詩，４３３

小山 徹，シドニーにおける環状地下鉄の成立過

程―メルボルンの場合とのシステム的な比較

―，鉄道史学，１１

小西純一・西野保行・渕上龍雄，わが国における

ドイツ製鉄道橋梁―歴史と現状，土木史研究，

１２

小川 功，明治２０年代の社債発行と保険会社引受

―九州の鉄道・紡績を中心として―，経済学

研究（九州大学経済学会），５６（５・６）

小川 功，明治期の私設鉄道金融と鉄道資本家―

参宮鉄道における渋沢・今村・井上・片岡の

役割をめぐって―，追手門経済論集，���

�

小風秀雅，交通資本の形成，高村直助：『企業勃

興』，ミネルヴァ書房

小野田滋，北九州地方の鉄道橋梁に見られるレン

ガ・石積みの構造的特徴に関する研究，土木

史研究，１２

文化情報学 第１１巻第２号（２００４）

２８



小野田滋・河村清治・木村哲雄・菊池保孝，「ね

じりマンボ」を探そう―関西の鉄道土木史を

訪ねて―，日本鉄道施設協会誌，１９９２．１

青木栄一，鉄道文化財と産業考古学，産業考古

学，６３

青木栄一，みちのくへの列車（ああ上野駅），白

い国の詩，４２６

青木茂夫，市電から地下鉄へ，大阪春秋，６９

青木雄千代，駅長ものがたり（ああ上野駅），白

い国の詩，４２９

千葉正史，清朝期中国における鉄道政策の展開―

１８９１年鉄道国有化問題の再考と辛亥革命―，

鉄道史学，１１

前田六二，消えた鉄路尾道鉄道，私家版

村山祐司，Japanese Commodity Flow by Rail-

ways in the High Economic Growth Period,

Annual Report of the Institute of Geoscie-

nces, The Univ. of Tsukuba,１８

大沢 覚，明治期皇室財政統計（日本統計研究所

統計集１），法政大学日本統計研究所

大庭正八，堀之内軌道のオット機関車，私家版

中岡良司・五十嵐日出夫・森 弘，北海道にお

ける時間距離図の歴史的変遷に関する研究，

土木史研究，１２

中村尚史，第一次企業勃興期における幹線鉄道会

社の設立と地方官―九州鉄道会社設立運動の

展開過程―

堤 一郎，群馬県・上毛電気鉄道に残る工作機械

の駆動システムについて―，鉄道史学，１１

堤 一郎・大島登志彦，上武鉄道の産業遺産，研

究紀要（茨城職業訓練短期大学校），６

田中美佐，占領期鉄道政策に関する研究―１９４５年

～１９４８年における運輸省機構改革を中心にし

て―，明治大学大学院紀要，２９

渡邉恵一，日露戦後における北海道拓殖方針―運

輸・交通部門を中心として―，立教経済学研

究，４５�

土谷敏治，ドイツ連邦共和国における鉄道交通シ

ステムとその変化，駒澤地理，２８

唐川次夫，国鉄（関西）電化のあゆみ，大阪春秋，

６９

藤井信夫，大阪の省線電車，大阪春秋，６９

藤田 実，関西私鉄王国私観，大阪春秋，６９

内山 隆，都市近郊私鉄多角化のロジック―経営

学的考察―，鉄道史学，１１

武知京三，大阪市電争議後の交通労働運動―組合

再建運動と「自助会」の確立―，追手門経済

論集（追手門大学経済学会），２７�

武田 泉・内野秀樹・高柳長直，鉄道新駅開設と

輸送改善―地方都市圏を中心として―，Mo-

bility，８７

本橋成一，モノクロームの駅（ああ上野駅），白

い国の詩，４３０

野崎敏生，還暦すぎたチンチン電車―阪堺電気軌

道―，大阪春秋，６９

老川慶喜，京都鉄道会社の設立と京都財界，追手

門経済論集，����

老川慶喜，震災・戦災と上野駅（ああ上野駅），

白い国の詩，４２８

老川慶喜，鉄道の開通と地域交通網の再編，地方

史研究，２３８

１９９３年

渥美半島研究会，渥美線―まぼろしの「豊橋伊良

湖岬間鉄道」をめぐって―，渥美半島研究会

為国孝敏・榛沢芳雄，玉川電気鉄道の変遷と東京

西南部地域の変容との関連についての一考察，

土木史研究，１３

井上 浩，高かった昭和初期の電車賃，多摩のあ

ゆみ，７３

宇田 正，「中馬」から「鉄馬」へ―三信鉄道創

業事情―，同人誌・雲，５５

宇田 正，歌僧辨玉の長歌「蒸汽車」，同人誌・

雲，５６

益井茂夫，西武鉄道拝島線前史，多摩のあゆみ，

７０

益井茂夫，公文書から見た「川越鉄道」，多摩の

あゆみ，７３

益井茂夫，公文書から見た「川越電気鉄道」，多

摩のあゆみ，７３
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横平 弘，北見地方における初期の鉄道路線の形

成過程，土木史研究，１３

吉川文夫，スイス・ルッツェルン交通博物館の車

輪旋盤，産業考古学，７０

原田勝正，鉄道史研究における政治史的視点，鉄

道史学，１２

高崎財務事務所地域振興室，碓氷峠に残る鉄道文

化財―峠路に残る鉄道文化を訪ねて―，高崎

財務事務所地域振興室

今 尚之・五十嵐日出夫，表定速度変遷と鉄道シ

ステム技術の段階的発展に関する研究，土木

史研究，１３

佐藤吉彦，鉄道復帰へのクリティカルパス，鉄道

史学，１２

佐藤美知男，五日市鉄道廃線跡を訪ねて，多摩の

あゆみ，７０

在間宣久，中国鉄道国有化問題と岡山県下の状況，

鉄道史学，１２

三村 章，多摩川砂利木材鉄道，多摩のあゆみ，

７０

三木理史，軽便鉄道事業の地域的展開―明治末～

大正期を中心に―，奈良大学紀要，２１

山下智志・ダルワッテ＝シヒル・安藤朝夫，明治

以降の交通網の発達と一極集中に関する研究，

土木史研究，１３

山口幸男，鉄道建設に関する地理的シミュレー

ション教材の開発―「北海道鉄道建設ゲーム」

―，科学研究費報告書

小川 功，戦前の不良資産買取会社の教訓，日経

リアルエステート東京，１９９３．２

小川 功，戦前期の生保不動産投資と土地会社等

への関与―事例研究を中心として―，経済学

研究（九州大学経済学会），５８�

小川 功，明治３０年代における保険会社の金融活

動―鉄道企業への投融資・経営参加を中心に

―，金融経済研究，４

小川 功，明治末期の生保による非公募地方債の

総額引受―小樽，福岡の事例を中心に―，彦

根論叢（滋賀大学），２８５・２８６

小野田滋，武蔵野鉄道による東京都心接続計画と

その挫折，土木計画学研究・講演集，１６�

小野田滋・菊池保孝・須貝清行・古寺貞夫，近畿

圏の鉄道トンネルにおける坑門の意匠設計と

その特徴，土木史研究，１３

小野田滋・萩原幸一・竹内定行・丸山 孝，わが

国における鉄道トンネルの沿革と現状（第４

報）―信越本線をめぐって―，土木史研究，

１３

小林 實，十勝の軌道 その６―足寄森林鉄道―，

トカプチ 十勝郷土研究，７

小林照夫，エディンバラ・ノーザン鉄道とエディ

ンバラ・パース・ダンディー鉄道―両鉄道の

歴史的意義―，鉄道史学，１２

瀬古龍雄，鉄道忌避伝説と地域社会―新潟県にお

ける実態，鉄道史学，１２

成迫政則，資材輸送専用鉄道―小河内ダム工事運

搬線―，多摩のあゆみ，７０

西野保行・小西純一・中川浩一，明治期における

わが国の鉄道用プレートガーダーについて―

概説―，土木史研究，１３

青木栄一，戦間期における鉄道政策論―自動車交

通の評価と国有鉄道のあり方を中心として―，

鉄道史学，１２

斉藤貞夫，鉄道開通と新河岸川舟運の衰退，多摩

のあゆみ，７３

増田廣實，野蒜築港と日本鉄道，鉄道史学，１２

太田浩道，京都近代化を写す写真たち，古地図研

究，２４�

大庭正八，（資料）静岡鉄道秋葉線，私家版（袋

井市教育委員会遊遊サロン）

大島登志彦，群馬の交通問題，群馬の地域開発

（群馬県地域開発推進協議会），２３

大島登志彦，上毛電気鉄道の地域社会との関連と

その変遷，鉄道史学，１２

中川浩一，輸入鉄道トラス橋の系譜，産業考古学

会鉱山金属分科会・黒岩俊郎編『技術の文化

史』（産業考古学シリーズ２），アグネ

中川浩一・吉田真理子，佐野鉄道の成立と展開，

茨城大学教育学部紀要（人文・社会科学，芸

術），４２
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中村尚史，創立期九州鉄道会社の資金調達と地域

社会―熊本県地域の場合―，鉄道史学，１２

中村尚史，産業革命期における近代的交通機関の

発達と米穀輸送―九州鉄道の場合―，交通史

研究，３１

中田 互，中武馬車鉄道路線跡を訪ねて，多摩の

あゆみ，７０

仲 清，東村山駅で見た川越線の車両たち，多

摩のあゆみ，７３

長船友則，岩井軌道の足跡，中国地方鉄道史散策，

２

藤原恵洋，国立駅のレール柱，多摩のあゆみ，７０

白土貞夫，鉄道建設および改良問題と政党・政治

家の動向―千葉県香取郡の場合―，鉄道史学，

１２

麻生孝行，佐賀關鉄道の成立と地方鉄道事業への

転換，大分地理，７

門上光夫，交通統制史論の展開―１５年戦争陸運統

制に即して―，新しい歴史学のために（京都

民科歴史部会），２１１

柳井 潔，１００歳を迎える川越鉄道，多摩のあゆ

み，７３

１９９４年

やまだあつし，植民地時代台湾総督府の鉄道経路

選定について，鉄道史学，１３

伊藤 正，社史余話，名古屋鉄道

為国孝敏，近代における東京地域の郊外鉄道の発

展形式に関する実証的研究，私家版（学位論

文）

為国孝敏・榛沢芳雄，渋谷，池袋からの郊外鉄道

とその沿線地域の変容に関する一考察，土木

史研究，１４

宇田 正，わが国の鉄道史と「観光」の理念―巡

礼・遊覧・観光―，鉄道史学，１３

宇田 正，鉄道経営の成立・展開と「巡礼」文化，

山本弘文編『近代交通成立史の研究』，法政

大学出版局

益井茂夫，公文書から見た奥多摩電気鉄道，多摩

のあゆみ，７６

横浜開港資料館，資料集・横浜鉄道１９０８～１９１７，

横浜開港資料普及協会

横平 弘，JR釧網本線の路線計画と形態，土木

史研究，１４

加藤久爾夫，名古屋市電における２軸電車の発達，

シンポジウム「日本の技術史をみる眼」第１３

回―鉄道遺産の現状と保存問題―講演報告資

料集―，中部産業遺産研究会・産業考古学会

吉井 信・福田 敦，交通体系からみたバンコク

の都市構造の変遷に関する研究，土木史研究，

１４

玉村和彦，希薄化する列車の旅，鉄道史学，１３

原田勝正，新幹線私設計画資料，和光経済，２６�

原田勝正，神奈川県川崎における鉄道網の形成，

山本弘文編『近代交通成立史の研究』，法政

大学出版局

原田勝正，日本の中国東北支配における鉄道の軍

事的利用とその機能，鉄道史学，１３

恒川鋭夫，名鉄史料館開設の目的と経過，シンポ

ジウム「日本の技術史をみる眼」第１３回―鉄

道遺産の現状と保存問題―講演報告資料集―，

中部産業遺産研究会・産業考古学会

高 成鳳，植民地期朝鮮の市内電車，鉄道史学，

１４

高橋伊佐夫，土砂運搬用ナベトロと機関車，産業

考古学，７２

今 尚之，鉄道システム発展の重層段階性に関す

る研究，鉄道史学，１４

佐藤吉彦，中国鉄道の発展と新鉄道システムの開

発，鉄道史学，１４

佐藤美知男，北海道の鉄道におけるアメリカ技術

導入の経緯について―村垣淡路守と函館英学

の影響―，鉄道史学，１４

三木理史，私鉄路線と幹線鉄道の結節形態の変化

からみたわが国における近代交通体系の形成，

地理学評論，６７�

三木理史，南海観光圏の形成―開発と輸送からの

アプローチ―，鉄道史学，１３

小栗彰夫，東海道線初代揖斐川橋梁，シンポジウ

ム「日本の技術史をみる眼」第１３回―鉄道遺
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産の現状と保存問題―講演報告資料集―，中

部産業遺産研究会・産業考古学会

小山 徹，バルセロナにおける地下鉄システムの

成立過程―マドリードの地下鉄システムとの

比較，鉄道史学，１３

小西純一・田島二郎，碓氷峠旧線路に残る鉄道構

造物の技術的特徴と意義，土木史研究，１４

小川 功，我国における観光・遊園施設の発達と

私鉄多角経営の端緒―私鉄資本による遊園地

創設を中心に―，鉄道史学，１３

小風秀雅，明治前期における鉄道建設構想の展開

―井上勝をめぐって―，山本弘文編『近代交

通成立史の研究』，法政大学出版局

小林清明，天草に残るガソリン機関車，産業考古

学，７４

松永和生，ドイツ賠償問題とライヒスバーン，鉄

道史学，１４

松下孝昭，鉄道敷設法の成立と矛盾，日本史研究，

３７７

新藤東洋男，九州鉄道会社の創立事情―その史料

についてのことと若干の考察―，交通史研究，

３２

真鍋裕司，わが国におけるWN駆動の発達過程，

鉄道史学，１４

西 淳二，交通路の変遷について（その２）―ケ

ルンバットから河岸段丘，そしてトンネルへ

―，土木史研究，１４

西村はつ，中京経済圏の形成過程，山本弘文編

『近代交通成立史の研究』，法政大学出版局

青梅市郷土博物館，開館２０周年記念特別展―青梅

鉄道１００年展―，多摩のあゆみ，７６

青木 亮，宅地化の進展と鉄道投資―能勢電鉄沿

線における開発利益の還元，鉄道史学，１４

青木栄一，明治初期の鉄道における客車の発達，

山本弘文編：『近代交通史成立史の研究』（法

政大学出版局）

青木栄一，青梅線の成立と展開―地域変容ととも

に歩んだ１００年，多摩のあゆみ，７６

石井常雄，東京乗合馬車会社の設立と展開，明大

商学論叢，７７�

千葉正史，清朝皇室の鉄道使用について，鉄道史

学，１３

増田廣實，明治前期における全国的運輸機構の再

編―内航海運から鉄道へ―，山本弘文編『近

代交通成立史の研究』，法政大学出版局

大庭正八，明治中期の静岡県における東海道鉄道

建設とそれに対する地域社会の対応，地理学

評論，６７�

大島登志彦，碓氷峠越え鉄道の変遷と鉄道文化財，

産業考古学，７４

谷内正往，私鉄とターミナル・デパート（百貨店），

交通史研究，３２

丹治 明・鈴木 昭，２１００形―２１０９号蒸気機関車

の動態保存・展示（第１報），産業考古学，７２

中岡良司，建設期間年表の構築と応用―北海道の

鉄道の発展過程―，土木史研究，１４

中川浩一，国有鉄道の外国人観光客誘致，鉄道史

学，１４

中村尚史，企業勃興期における幹線鉄道会社の設

立と地域社会―九州鉄道会社の設立と佐賀県

―，社会経済史学，５９


中田 互，中武馬車鉄道のあゆみ，多摩のあゆみ，

７６

中日新聞，発車オーライ１世紀―地域と名鉄物語

―，中日新聞連載

堤 一郎，鉄道遺産の現状と保存問題―産業考古

学の視点から―，シンポジウム「日本の技術

史をみる眼」第１３回―鉄道遺産の現状と保存

問題―講演報告資料集―，中部産業遺産研究

会・産業考古学会

堤 一郎，鞆鉄道の産業遺産，産業考古学，７２

堤 一郎・林 邦夫，明治期の鉄道車両技術に関

わる工作機械の調査研究（第１報）―現存す

る１９００年代初期の車輪旋盤―，日本機械学会

第７１期総会講演会論文集

渡邊恵一，青梅鉄道の成立とその性格，多摩のあ

ゆみ，７６

白井 昭，大井川鉄道における鉄道遺産保存の経

過，シンポジウム「日本の技術史をみる眼」

第１３回―鉄道遺産の現状と保存問題―講演報
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告資料集―，中部産業遺産研究会・産業考古

学会

箱根町立郷土資料館，箱根の鉄道―馬車鉄道から

山岳鉄道開通まで―，箱根町立郷土資料館

武知京三，伊勢鉄道（伊勢電気鉄道）の創設事情，

交通史研究，３２

武知京三，四日市港をめぐる海運の動向，山本弘

文編『近代交通成立史の研究』，法政大学出

版局

門上光夫，１５年戦争期の私鉄統制―都市大手私鉄

を中心に―，鉄道史学，１３

野村 亨，バンコクにおける市街鉄道の発達，鉄

道史学，１４

老川慶喜，千住馬車鉄道の設立と経営，山本弘文

編『近代交通成立史の研究』，法政大学出版

局

１９９５年

Michel Cotte・小林一郎，１８１５年から３５年の間の

マルク・スガンにおける技術革新と技術移転

について，土木史研究，１５

為国孝敏・榛沢芳雄・佐藤文彦，戦前における京

成電気軌道の経営施策と地域との関わりにつ

いての一考察，土木史研究，１５

井口悦男，東京市電（都電）運転系統図の推移と

その特色，地図，３３�

井藤鉄男，幻の鉄道が見えてきた―中島飛行機武

蔵製作所の簡易鉄道―，多摩のあゆみ，７９

羽村市郷土博物館，青梅鉄道関係史料（羽村市史

料集２），羽村市教育委員会

益井茂夫，北多摩北部の鉄道網の発達，多摩の交

通と都市形成史研究会編：『鉄道とまちづく

りのあゆみ�』，東京都市町村自治調査会

横平 弘，JR釧網本線の路線計画と施工，土木

史研究，１５

吉川文夫，信貴生駒電鉄鋼索線とその産業遺跡，

産業考古学，７７

広瀬盛之，多摩における地域計画の変遷，多摩の

交通と都市形成史研究会編：『鉄道とまちづ

くりのあゆみ�』，東京都市町村自治調査会

荒井文治，スイスのLuzern交通博（	），横浜国

大生産工学科同窓会会報，６

三田鶴吉，立川の発展と鉄道，多摩の交通と都市

形成史研究会編：『鉄道とまちづくりのあゆ

み�』，東京都市町村自治調査会

三木理史，近代瀬戸内海地域における地域交通体

系の変容―海陸連絡機能を中心として―，歴

史地理学，３７�

三木理史，昭和初期における局地鉄道事業の展開

と地域交通体系の再編成―両備鉄道の事例―，

社会経済史学，６０�

三木理史，瀬戸内海沿岸地域における海陸連絡輸

送の展開―四国の場合を中心に―，奈良大学

紀要，２３

山岡茂樹，鉄道車両産業，産業学会編：『戦後日

本産業史』

山崎祐次・榛沢芳雄・為国孝敏，戦前の私鉄にお

ける兼業の役割に関する実証的研究―東京地

域を対象として―，土木史研究，１５

山鹿誠次，多摩の地域的特徴と交通，多摩の交通

と都市形成史研究会編：『鉄道とまちづくり

のあゆみ�』，東京都市町村自治調査会

小西純一，明治時代における鉄道橋梁下部工序説，

土木史研究，１５

小川 功，明治・大正期の困窮私鉄再建と生保金

融―豆相鉄道の資産継承会社の性格を中心に

―，彦根論叢（滋賀大学），２９８

小川 功，明治末期の民営社会資本の挫折と再建

―高野鉄道のデフォルトと財政整理を中心に

―，滋賀大学経済学部研究年報，２

小野田滋・坂井幸市・鶴 英樹，わが国における

鉄道トンネルの沿革と現状（第５報）：旧・

九州鉄道をめぐって―，土木史研究，１５

松下孝昭，鉄道敷設法の成立と井上勝，朝尾直弘

教授退官記念会編：『日本国家の史的特質

近世・近代』，思文閣出版

上田幸雄，吉祥寺駅周辺再開發の経過，多摩の交

通と都市形成史研究会編：『鉄道とまちづく

りのあゆみ�』，東京都市町村自治調査会

西野保行・小西純一・中川浩一，わが国における
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鉄道用ラチス桁の現況とその歴史的経緯，土

木史研究，１５

青木栄一，鉄道の発達と都市形成，多摩の交通と

都市形成史研究会編：『鉄道とまちづくりの

あゆみ�』，東京都市町村自治調査会

青木栄一，鉄道地図の思想とその展開，地図，３３

�

石井道郎，五日市鉄道の誕生，多摩の交通と都市

形成史研究会編：『鉄道とまちづくりのあゆ

み�』，東京都市町村自治調査会

赤坂義浩，大正期民営軽便鉄道の資金調達―京都

府福知山北丹鉄道の事例―，経営史学，３０�

川名 禎，幻の鉄道 東都鉄道株式会社における

若干の考察，私家版

前田成東，多摩の南北交通と現状の課題―第三セ

クターによるモノレール建設を事例として―，

中央大学社会科学研究所編『地域社会の構造

と変容―多摩地域の総合研究―』，中央大学

出版部

村野秀隆，府中の交通と都市形成，多摩の交通と

都市形成史研究会編：『鉄道とまちづくりの

あゆみ�』，東京都市町村自治調査会

大庭正八，静岡鉄道駿遠線，私家版

池田禎男，八王子都市計画の変遷，多摩の交通と

都市形成史研究会編：『鉄道とまちづくりの

あゆみ�』，東京都市町村自治調査会

中岡良司・今 尚之・佐藤馨一，相対時間距離か

らみた新幹線の整備効果に関する研究，土木

史研究，１５

中田 亙，西武鉄道大宮線小史，埼玉地方史，３３

中牧 祟，中国華東地域における陸上交通，地域

研究（立正地理学会），３６�

堤 一郎，水戸市内と大洗町内に残る茨城交通・

水浜線の産業遺産，産業考古学，７８

渡邊恵一，昭和戦前期の横浜における鉄道貨物流

通構造―京浜工業地帯の形成をめぐって―，

市史研究よこはま，８

渡邉恵一，青梅鉄道と石灰石輸送，多摩の交通と

都市形成史研究会編：『鉄道とまちづくりの

あゆみ�』，東京都市町村自治調査会

土井 勉・河内厚郎，鉄道沿線における郊外住宅

地の開発と地域イメージの形成―阪急沿線の

郊外住宅地開発と生活文化に着目して―，土

木史研究，１５

白井 昭，北河製品所と島田軌道，産業考古学，

７８

白土貞夫，挫折した香匝鉄道計画―現在も山田町

に残る鉄道敷設―予定線，山田の郷土史，２

薄井 清，農地が都市へ―多摩丘陵の開発―，多

摩の交通と都市形成史研究会編：『鉄道とま

ちづくりのあゆみ�』，東京都市町村自治調

査会

半沢一宣，広島電鉄ピースバーン号の伝記“絵画

電車”７年間の記録，私家版

飯島 章，（資料紹介）現存する日本鉄道第１区

線荒川橋梁，埼玉地方史，３３

武知京三，紀伊半島をめぐる鉄道史，地方史研究，

２５６

武田 泉・後藤 忠，東北地方の鉄道運営と「効

率化」の現実―地方開発に果たした歴史的展

開と新型車両導入問題からの検討―，研究所

報（秋田経済法科大学地域総合研究所），１

野田正穂，学園都市の形成と交通の発達，多摩の

交通と都市形成史研究会編：『鉄道とまちづ

くりのあゆみ�』，東京都市町村自治調査会

野田正穂，旧西武鉄道の経営と地域社会，東村山

市史研究，４

鈴木 忠，調布の都市開発と交通，多摩の交通と

都市形成史研究会編：『鉄道とまちづくりの

あゆみ�』，東京都市町村自治調査会

鈴木文彦，バス路線網の展開，多摩の交通と都市

形成史研究会編：『鉄道とまちづくりのあゆ

み�』，東京都市町村自治調査会

老川慶喜，明治２０～３０年代 八王子をめぐる鉄道

敷設の動向，多摩の交通と都市形成史研究会

編：『鉄道とまちづくりのあゆみ�』，東京都

市町村自治調査会

實 清隆，日本における公共交通の現況と対策に

関する経営論的視角からの考察，奈良大地理，

１
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１９９６年

Roland Paxton, Conservation of the １８１１ Rail-

way Viaduct at Laigh Milton, Scotland，土

木史研究，１６

為国孝敏・榛沢芳雄，東武鉄道の成立過程と沿線

地域との関連についての一考察，土木史研究，

１６

横平 弘，旧国鉄予定線・釧美線の路線計画と課

題，土木史研究，１６

岡 雅行，植民地の残照，アフリカの鉄道，地理，

４１�

岡本和彦，日本国有鉄道における硬質普通入場券

に関する研究（第１報），産業考古学，８２

岡澤英夫，１０６７ミリ軌間と龍ケ崎鉄道，竜ヶ崎市

史研究，９

加藤新一，「東京ゲージ」をめぐる鉄道史，地理，

４１�

河野敬一，大正・昭和戦前期における鉄道敷設申

請却下について―国立公文書館「鉄道省文書」

にみる地方鉄道建設の動向―，北の丸―国立

公文書館報，２８

吉川文夫，B６の由来，工業技術博物館ニュース

（日本工業大学），２１

近藤宏一，大手私鉄企業グループの現状と今後の

方向性―サービス・マネジメント論の視点を

ふまえて―，立命館経営学（立命館大学経営

学会），３５�

胡桃沢勘司，超経済の鉄道―その歴史・文化的背

景―，近畿大学文芸学部論集「文学・芸術・

文化」，８�

今田 保，整備新幹線におけるゲージ戰爭，地

理，４１�

今野修平，主軸交通切断による影響の地理学的考

察，地理学評論，６９�

三木理史，近代日本の地域交通体系研究―研究方

法と問題点をめぐって―，人文地理，４８�

山田徹雄，第２帝政期ドイツの領邦鉄道網と政策，

鶴見学園女子大学紀要，２９

小川 功，明治期銀行融資のデフォルトと自己競

落・証券化による不良債権回収―１５銀行と太

田鉄道融資と水戸鉄道新設を中心として―，

彦根論叢（滋賀大学），２９９

小野寺英輝，鉱山寮釜石鉄道の橋梁について，土

木史研究，１６

森口誠之，片町線１００年史，私家版

星 良助，北海道炭礦鉄道の運転時刻�，小樽市

博物館紀要，９

青木栄一，鉄道ゲージの歴史地理学，地理，４１�

斉藤和美，汐留遺跡の現状報告，産業考古学，８０

石井常雄，前橋馬車鉄道会社の経営史研究，明大

商学論叢（明治大学商学研究所），７８�

石川浩稔，自由の国アメリカの鉄道と軌道，地理，

４１�

増井健一，文久２年訪欧使節団の鉄道旅程を確か

める，東京交通短大研究紀要，６

朝倉希一，客車と電車に対する思い出，汎交通，

７６�

田島二郎・小西純一・小野田滋・金谷宏二，碓氷

峠旧線鉄道構造物の現況について，土木史研

究，１６

渡辺明子・伊藤 学・窪田陽一，古レールを使用

した忍川橋梁群に関する考察，土木史研究，

１６

渡邉恵一，企業勃興期における地方小鉄道の経営

と輸送―安蘇馬車鉄道を事例として―，経営

史学，３１�

島村 誠・鈴木博人，鉄道林：成立経緯と施業の

変遷，土木史研究，１６

白井 昭，愛知県幡豆地方の石材軌道について，

産業考古学，８２

飛田紀男・伴野泰博，鳳来町誌・田口鉄道史編，

鳳来町教育委員会

武田 泉，過疎地域（僻地）における地域課題と

しての地域振興策―幌加内町における鉄道廃

止問題と大学との交流を手掛かりに―，僻地

教育研究，５０

武田 泉，保存鉄道の現状とその社会教育的意義

―今後の活動を推進するための予察的研究―，

年報いわみざわ（北海道教育大学岩見澤

校），１７
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和久田康雄，日本のゲージとその変遷，地理，４１

�

１９９７年

Michel Cotte・小林一郎，The Locomotive of

the Saint―Etienne & Lyon Railway: Design,

Construction and First Uses（１８２５―１８３５），

土木史研究，１７

ウェルズ・恵子，アメリカの鉄道と大衆の歌―鉄

道が運んだ恋と葛藤と別れのドラマ―，鉄道

史学，１５

やまだあつし，１９２０年代後半における台北の市内

交通―市営交通事業の設立問題を中心に―，

鉄道史学，１５

為国孝敏・松本 崇・中川三朗，戦前における路

面軌道から地方鉄道への転換と東京の拡大へ

の影響に関する一考察，土木史研究，１７

井田泰人，山陽鉄道会社における中上川彦次郎の

経営姿勢と社内改革，交通史研究，３９

永田 宏，浅見與一右衛門翁と「岩村電車」（付）

幻の東美電気鉄道，岐阜県恵那郡岩村町企画

商工観光課

益井茂夫，京王電車未成線，多摩のあゆみ，８５

益井茂夫，武蔵中央電気鉄道，多摩のあゆみ，８６

益井茂夫，村山・山口貯水池をめぐる鉄道，多摩

のあゆみ，８７

益井茂夫，国鉄下河原線，多摩のあゆみ，８８

益子輝男・為国孝敏・中川三朗，戦後における東

武鉄道と日光・鬼怒川地域の観光との関連に

ついての史的考察，土木史研究，１７

横平 弘・小池則満，旧国鉄路線・網走線と名寄

線の施工順位の交替比較，土木史研究，１７

岡 雅行，地図と時刻表に見る鉄道の実態，地理，

４２�

岡田久雄，日本における保存鉄道―保存の意義と

ボランティアの役割を考える―，朝日総研リ

ポート，１２８

加藤新一，「東京コネクション」の鉄道史，地理，

４２�

加藤要一，鉄道敷設における地元の「認識」と「実

際」―明治期山梨県における馬車鉄道を事例

に―，社会経済史学，６３�

河野敬一，運輸省所蔵鉄道関係永久保存公文書目

録，国立公文書館

河野哲也・今 尚之・佐藤馨一，幌内鉄道プラッ

トトラスと旧大谷川橋梁に関する研究，土木

史研究，１７

梶本元信，１９世紀前半南ウェールズの運河と鉄道

―モンマスシャー運河会社の場合―，帝塚山

大学経済学，６

梶本元信，鉄道時代前夜東グラモーガン地方の交

通発展―運河とトラムロードの時代―，帝塚

山学術論集，４

吉田昌夫，タンザン鉄道の建設と運営―政治路線

と経済計算―，鉄道史学，１５

高橋 渉，根室拓殖鉄道―最東端の鉄路を走った

車両たちの記録―，私家版

高村直助，鉄道開通と炭鉱開発―常磐の場合―，

高村直助：『明治の産業発展と社会資本』，ミ

ネルヴァ書房

今田 保，新幹線の延伸は在来線の分断？，地理，

４２�

三木理史，近代の地方都市における港湾修築事業

と鉄道計画―三重県四日市市を事例として―，

ジオグラフィカ・センリガオカ，３

山田俊明，つながらない鉄道をつなぐ，地理，４２

�

渋川市教育委員会，渋川のチンチン電車の歴史―

東武鉄道伊香保軌道線調査報告書―，澁川市

教育委員会

小山 徹，北京地下鉄道の環状線形成過程に関す

る一考察，鉄道史学，１５

小 西 純 一・馬 場 俊 介，Reinforced―Concrete

through Arch Bridges in Japan, Innovation

in Civil and Structural Engineering, CIVIL―

COMP Press

小川 功，恐慌期の企業・金融破綻と投機的経営

者―朝日生命を支配・搾取した山十製糸の破

綻を中心に―，滋賀大学経済学部研究年報，

４
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小池 滋，鉄道観光文化の歴史―その国際的背景

―イギリスの場合―，鉄道史学，１５

小風秀雅，鉄道敷設の進展と物流―本州横断鉄道

ルートと敦賀港―，高村直助：『明治の産業

発展と社会資本』，ミネルヴァ書房

小野田滋，鉄道技術者列伝 その１ 鉄道技術の

源流 井上勝，RRR，９７�

小野田滋，鉄道技術者列伝 その２ 鉄道技術の

自立長谷川謹介，RRR，９７�

小野田滋，鉄道技術者列伝 その３ 電気鉄道の

父 藤岡市助，RRR，９７�

小野田滋，鉄道技術者列伝 その４ 新技術のさ

きがけ 那波光雄，RRR，９７�

小野田滋，鉄道技術者列伝 その５ 車両技術の

確立源流 島安次郎，RRR，９７


小野田滋，鉄道技術者列伝 その６ 鉄筋コンク

リートの先覚 阿部美樹志，RRR，９７�

小野田滋，鉄道技術者列伝 その７ 鉄道車両国

産化とともに 朝倉希一，RRR，９７�

小野田滋，鉄道技術者列伝 その８ 未来への架

け橋 田中豊，RRR，９７	

小野田滋，鉄道技術者列伝 その９ 鉄道建築の

モダニスト 伊藤滋，RRR，９７�

小野田滋，鉄道技術者列伝 その１０ 境界分野の

開拓者 渡邉貫，RRR，９７�

小野田滋，鉄道技術者列伝 その１１ スピードへ

の執念 山本利三郎，RRR，９７�

小野田滋，鉄道技術者列伝 最終回 鉄道電化の

推進 関四郎，RRR，９７�

庄谷邦行・種田 明・並河宏彦，九州地方におけ

る産業遺産を訪ねて―世界産業遺産候補の予

備調査�―，総合研究所紀要（桃山学院大

学），２２�

松永和生，第一次世界大戦後の東プロイセンの鉄

道事情，鉄道史学，１５

上山和雄，蚕糸業の発達と地方鉄道―長野県東信

地方の場合―，高村直助：『明治の産業発展

と社会資本』，ミネルヴァ書房

上山和雄，信越線と小海線，國學院大学日本文化

研究所報，３４�

青木栄一，交通地理学を考える���，地理，４２

���

石川浩稔，サンフランシスコを目指した鉄道と

フェリー，地理，４２�

草 卓人，立山軽便鉄道の成立と性格―明治末期，

大正初期における地域鉄道研究の一事例―，

近代史研究（富山近代史研究会），２０

大島登志彦，上毛電気鉄道の水銀整流器，産業考

古学，８４

大島登志彦・堤 一郎，松尾鉱業鉄道の概要とそ

の産業遺産，地域文化研究（八戸高専），６

中川 洋，鉄道院における広軌改築計画の終局―

大正６年 横浜実験を中心として―，法政史

論，２４

中川浩一，「１号機関車」重文指定について，産

業考古学，８５

中村尚史，炭鉱業の発達と鉄道企業―筑豊の場合

―，高村直助：『明治の産業発展と社会資本』，

ミネルヴァ書房

中林真幸，製糸業の発達と幹線鉄道―長野県諏訪

の場合―，高村直助：『明治の産業発展と社

会資本』，ミネルヴァ書房

長谷川達也，私鉄系不動産企業による住宅地開発

―南海電気鉄道を例に―，人文地理，４９


田中邦博・長弘勇次，北部九州における筑豊興業

鉄道に関する史的研究，土木史研究，１７

渡邉恵一，南武鉄道の成立と浅野セメント，横浜

近代史研究会・横浜開港資料館編：『横浜の

近代―都市の形成と展開―』，日本経済評論

社

湯沢 威，ブラッドショー鉄道地図の背景，本の

友社

藤井郁夫，日本の長大トラス橋，土木史研究，１７

藤井三樹夫，河川舟運の衰退と鉄道網形成との関

係に関する一考察，土木史研究，１７

内藤隆夫，石油業の発達と輸送網―越後の場合―，

高村直助：『明治の産業発展と社会資本』，ミ

ネルヴァ書房

二宮 正，History of so―called Rock Tunneling

and Long―Distance Forepiling，土木史研
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究，１７

白井 昭，モハ１形省線電車，産業考古学，８６

白井 昭，東海道線の大井川戦時迂回路，産業考

古学，８３

白井 昭・橋本英樹，大井川鉄道に残る昔ながら

の熱処理炉，産業考古学，８６

白土貞夫，鉄路のために走った男 安井理民の活

動と東金線，ときめき（東金市教育委員

会），１７

飯島正資，東京鉄道，東京市電気局の電気事業―

本邦最大の２５Hz送配電網の成立とその終焉，

鉄道史学，１５

品田光春，新潟県刈羽郡における油田開発に伴う

鉄道建設と柏崎の盛衰について，地理誌叢

（日本大学地理学会），３９�

武田 泉，サハリンをめぐって垣間見た日本の残

影―鉄道ジャーナル「サハリン鉄道ツアー」

から―，北海道ウオーターフロント研究，８

福田行高，地図上の鉄道ネットワークとその実態，

地理，４２�

北川清治，我国交通機関の発達を追って，近代史

研究（富山近代史研究会），２０

野田正穂，郊外住宅地の開発と私鉄の役割，鉄道

史学，１５

和久田康雄，線路は続くか どこまでも，地理，

４２�

１９９８年

Michel Cotte・小林一郎，Economic Context and

Early Management of the Saint―Etienne &

Lyon Railway Company（１８２５―１８３５），土木

史研究，１８

アンドレアス・クンツ（沢井 実訳），「鉄道経営

と組織構造：経済全般に対するその影響と波

及，１８４０―１９４５年」，鉄道史学，１６

粟野 宏，奥羽本線板谷峠越え鉄道遺産群の現況，

産業考古学，９０

益井茂夫，あの電車はいま何処に，多摩のあゆみ，

８９

益井茂夫，西武急行鉄道・立新電気鉄道と西武鉄

道立川線，多摩のあゆみ，９０

益井茂夫，豊島懸垂電車，多摩のあゆみ，９２

横平 弘，旧鉄道路線・湧別線の路線計画と比較

線の建設効果，土木史研究，１８

加藤新一，東京における都市鉄道の形成と「都市

型」山岳トンネル，地理，４３�

加藤要一，青木栄一氏のコメントに対する回答，

社会経済史学，６４�

河野敬一，昭和戦前期までの鉄道関係公文書につ

いて―運輸省所蔵文書を中心として―，北の

丸―国立公文書館報，３０

吉田明雄，幻の国鉄大井工機部疎開工場―下河原

緑道で想うこと―，多摩のあゆみ，９１

原田勝正，新幹線私設計画資料―「日本電気鉄道」

と「日本鉄道」―，鉄道史学，１６

原田勝正，鉄道史研究の課題，技術と文明，１１�

原田勝正，日本における基盤成立・展開期の鉄道，

和光経済研究叢書８，和光大学社会経済研究

所

黒川静夫，末広橋梁―現役の鉄道可動橋―，産業

考古学，９０

今城光英，比較鉄道改革史への視角，鉄道史学，

１６

今田 保，新幹線と長大トンネル，地理，４３�

佐藤信之，ヨーロッパにおけるLRT文化の再生

（前，後），運輸と経済，５８（９�）

佐藤信之，東南アジアにおける都市交通―最近３０

年の推移，鉄道史学，１６

佐藤信之，東武鉄道１００年の歩み（前，後），運輸

と経済，５８��

笹田昌宏，郵便客車（オユ１０形式）保存・公開展

示，産業考古学，８９

三木理史，近代交通研究における史・資料―『鉄

道省文書』を中心に―，関西大学文学部地理

学教室編：『地理学の諸相―実証の地平―』，

大明堂

山田 貢，木曽上松の「鬼淵鉄橋」と産業遺産，

産業考古学，８７

志賀善一良，観光資源としての鉄道／事例研究：

大井川鉄道，櫻美林国際学論集，３
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持田 豊，青函トンネルと英仏海峡トンネル，地

理，４３�

小熊米雄，帝室林野管理局木曽支局森林鉄道の運

輸・運転規定，鉄道史学，１６

小川 功，History of Amusement Park Con-

struction by Private Railway Companies in

Japan, Japan Railway & Transport Review,

１５

小川 功，昭和３年１０月記念写真帖 ビワコ電鉄，

鉄道史学，１６

小川 功，投機的資本家集団と銀行乗取―藝備銀

行株主総会紛糺事件を中心として―，彦根論

叢（滋賀大学），３１２

小川 功，明治中期における近江・若狭越前連絡

鉄道敷設計画の挫折と鉄道投機―小浜商人主

唱の小浜鉄道と東京資本主導の京北鉄道の競

願を中心に―，滋賀大学経済学部付属資料館

研究紀要，３１

小池則光・横平 弘・山本幸司，鉄道建設におけ

る総花的予算配分による損失額試算にかんす

る一考察，土木史研究，１８

小野田滋，山岳鉄道トンネルの進歩，地理，４３�

小野田滋，わが国における鉄道用煉瓦構造物の技

術史的研究，鉄道総研報告，特別２７（学位論

文）

松藤貞人，天理軽便鉄道，東大寺学園中学校・高

等学校研究紀要，８

青木栄一，加藤要一氏の論文へのコメント，社会

経済史学，６４�

青木栄一，トンネルの歴史地理学，地理，４３�

青木栄一，鉄道史研究における地方史的アプロー

チの系譜，明大商学論叢（明治大学商学研究

所），８０（１・２）

青木真美，ベルリンの鉄道整備の歴史とその今日

的課題，鉄道史学，１６

石川浩稔，鉱山鉄道と運搬坑道の実際，地理，４３

�

曽根 悟，LRTとLRV，運輸と経済，５８�

大島登志彦，群馬県を囲む山越え区間における公

共交通の概要と諸問題，群馬文化，２５３

鷹嘴克夫，青函トンネル開業後１０年を振り返って

―北海道旅客鉄道株式会社―，運輸と経済，

５８�

中村実男，明治大正期における都市構造の変容と

交通の発達，オホーツク産業経営論集，８�

渡邉恵一，明治中期北海道における私設鉄道設立

運動―北海道鉄道（函樽鉄道）株式会社の事

例―，経済学論集（鹿児島大学経済学会），４９

福田行高，トンネルが変えた鉄道ルート，地理，

４３�

福島二朗・為国孝敏・中川三朗，近代の東京近郊

における都市の変容と運輸形態に関する一考

察，土木史研究，１８

堀 雅通，鉄道「上下分離」論の史的研究―ドイ

ツの事例を中心に―，鉄道史学，１６

堀川健夫，青函トンネル，鉄道貨物輸送の１０年と

今後の課題―日本貨物鉄道株式会社―，運輸

と経済，５８�

野村 亨，蘭領東インド・バタフィアにおける都

市交通の発達，鉄道史学，１６

野田正穂，多摩湖鉄道の１２年間，東村山市史研究，

７

鈴木盛明・福島二朗・為国孝敏・中川三朗，鉄道

開業による舟運の衰退過程に関する一考察，

土木史研究，１８

老川慶喜，井上勝の鉄道構想，明大商学論叢（明

治大学商学研究所），８０（１・２）

１９９９年

安藤 陽，年表でみるイギリス鉄道民営化の動向

と特徴―１９８７～１９９７年―，運輸と経済，５９�

宇田 正，西日本における交通の近代化過程―水

運と鉄道との歴史的関連―，交通史研究，４３

宇田 正，戦前日本の田園都市開発と電鉄企業―

ニュータウン建設の先駆―，大阪春秋，９６

益井茂夫，京王電気軌道御陵線，多摩のあゆみ，

９３

益井茂夫，国立付近の線路の不思議と武蔵野線，

多摩のあゆみ，９４

横平 弘，北見地方の峠越え鉄道トンネルと峠道
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路の形成，土木史研究，１９

角 克明，近代における紀州沿岸航路の発展と陸

上交通―和歌山県の場合―，交通史研究，４３

角本良平，都市交通―２０世紀の検証と２１世紀の展

望―，運輸と経済，５９�

角本良平，東京の発展と鉄道整備，運輸と経済，

５９�

梶本元信，タフ・ヴェール鉄道と南ウェールズ経

済，鉄道史学，１７

岸田 真，南満州鉄道外債交渉と日本の対外金融

政策，１９２７～１９２８年―，社会経済史学，６５


菊池良範・西 淳二・清水隆文・杉山 崇，利用

者動線から見た地下鉄施設の変遷，土木史研

究，１９

吉川文夫，東京―神田間高架線アーチ橋の橋頭，

産業考古学，９２

吉野達夫，我国鉄道建設・運営における国家補助

の変遷経緯とその初期における経営の一端，

土木史研究，１９

橋爪紳也，駅舎の空間文化，運輸と経済，５９�

原 輝史，日仏鉄道技術交流に関する一考察―第

二次世界大戦後を中心に―，経済学論究（関

西学院大学経済学部），５２（特別号）

原田雅純，里見軌道と上州電気鉄道，高崎市史研

究，１１

荒山正彦，戦前期における朝鮮・満洲へのツーリ

ズム―植民地視察の記録『鮮満の旅』から―，

関西学院史学，２６

高橋伊佐夫・横山悦生・稲生 勝，国鉄旧北陸線

の産業遺産―杉津線のトンネルとスイッチ

バック―，産業考古学，９４

高嶋修一，占領期鉄道政策の研究，私家版

今井 寛，新潟交通・電鉄線廃業後の鉄橋の近況，

産業考古学，９１

今 尚之・進藤義郎・原口征人・佐藤馨一，旧国

鉄士幌線の鉄道土木遺産とその保存活動につ

いて，土木史研究，１９

今城光英，三陸鉄道１５年の経験，運輸と経済，５９

�

山田俊明，郊外のターミナル駅と再開發，地理，

４４�

山田徹雄，鉄道企業と資金調達―１９世紀西部ドイ

ツの事例―，鉄道史学，１７

住本剛史，鉄道史料と近現代の史料論―北丹鉄道

の事例を中心に―，交通史研究，４４

小川 功，地方公益企業の乗取失敗と関与銀行家

の苦惱―篠山軽便鉄道を事例として―，彦根

論叢（滋賀大学），３２１

小川 功，地方零細企業の破綻処理と“救済者”

集団―播州水力電気鉄道とその競落を中心に

―，滋賀大学経済学部研究年報，６

松下孝昭，鉄道経路選定問題と陸軍―１８９０年代に

おける本州縦貫鉄道構想をめぐって―，日本

史研究，４４２

松本和明，東京地下鉄道の経営と資金調達，鉄道

史学，１７

進藤義郎・今 尚之・原口征人・佐藤馨一，大夕

張地区における森林鉄道橋梁の特徴と評価に

関する研究，土木史研究，１９

杉本俊雄，何が米国貨物鉄道を再生させたか，運

輸と経済，５９�

星 良助，北海道炭礦鉄道の運転時刻�，小樽市

博物館紀要，１３：０１―４５

青木栄一，日本の鉄道と地域社会（教育情報衛星

通信ネットワークを利用した大学公開講座），

駿河台大学，高等教育情報化推進協議会

青木栄一，鉄道駅の歴史地理学，地理，４４�

青木真美，ドイツ再統合以降のベルリンの再生と

鉄道整備，鉄道史学，１７

千葉正史，北京初代鉄道ターミナル馬家堡駅と中

国最初の電気鉄道―１９世紀末北京における鉄

道事情―，鉄道史学，１７

草 卓人，立山鉄道から富山電気鉄道への道程―

地域鉄道の変容と再編をめぐって―，富山史

壇（越中史談会），１２９

大貫富夫，北陸新幹線高崎～長野間の建設をふり

かえって，運輸と経済，５９�

池田禎男，都市計画と鉄道駅，地理，４４�

坪井珍彦，転がり軸受のルーツ，産業考古学，９４

天野宏司，戦前期電気事業者における供給域の規
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定要因―東京都多摩地域を事例として―，國

學院雑誌，１００�

田中邦博・長弘勇次・野田和子，北部九州におけ

る産業鉄道の史的比較，土木史研究，１９

渡邊恵一，Cement Industry Use of Railways ca．

１８９０―１９３０ The Case od Asano Cement,

Japanese Yearbook on Buisiness History,１６

渡邊恵一，第一次大戦後イギリスの対インド鉄道

政策の転換過程とインド・ナショナリズム―

鉄道建設・経営主体及び鉄道財政分離問題を

中心として―，社会経済史学，６５�

内田知行，改革開放政策下のベトナム交通運輸―

陸運・鉄道・内河水運を中心に，東洋研究

（大東文化大学東洋研究所），１３１

馬場 明，１９１０年代の満蒙鉄道問題，國學院雑誌，

１００	

白井 昭，台湾阿里山のSL復活，産業考古学，

９４

肥田野登・加藤尊秋，日本の都市鉄道における移

動過程の機能―文学作品および新聞投稿を素

材として―，鉄道史学，１７

福田行高，駅と地域社会，地理，４４�

平原国男，龍ヶ崎鉄道の４号蒸気機関車，産業考

古学，９３

片岡 豊，明治期鉄道業の資金調達と証券市場，

鉄道史学，１７

野村 亨，The Development of the Urban

Transport System in Metropolitan Bangkok:

１８８７―１９９７，交通運輸情報プロジェクトレ

ビュー（慶應義塾大学湘南藤沢キャンパ

ス），７

野村 亨，蘭領東インド東ジャワ地域における軽

便鉄道の発達―OJSを中心として―，鉄道史

学，１７

贄田秀世・大井晴男・鈴木博人，ポーナル桁を転

用した鉄道こ線道路橋の形態について（染井

橋・江戸橋・中野こ線道路橋について），土

木史研究，１９

２０００年

マリー・ノエル・ポリノ（菅 建彦訳），フラン

ス鉄道史協会について，鉄道史学，１８

粟野 宏，奥羽本線板谷峠の産業遺産�―鉄道開

通１世紀の板谷峠―，金属，７０�

伊藤 篤，レール材質の昔と今，金属，７０�

宇田 正，それでも汽車は動く―敗戦前後の国鉄

利用体験から―，燈影，１０

益井茂夫，多摩鉄道と阿部貞助―本誌９７号特集

「まぼろしの鉄道」を読んで―，多摩のあゆ

み，９９

岡田 直，近代地方都市における私鉄ターミナル

の成立について―大正・昭和戦前期の福岡・

天神を事例として―，地方史研究，２８３

岡本憲之，本当は鉄道のあった武蔵村山市，多摩

のあゆみ，９７

加藤新一，東京の都市計画と都市鉄道―甲武鉄道

市街線の建設をめぐって―，多摩のあゆみ，

９７

河野敬一，鉄道調査と文書資料―資料だけに現れ

る「幻の鉄道」―，地理，４５�

角本良平，日本の都市交通，運輸と経済，６０�

吉川文夫，東京都電６０００形６１５２号，産業考古学，

９６

吉田明雄，多摩の軍用線・軍需線，多摩のあゆみ，

９７

原田勝正，人の集まることが，駅の無形の財産，

『駅学ノススメ ２５人の提言』，ジェイアー

ル東日本企画

広瀬盛行，東京大都市圏の構造変化と通勤交通―，

運輸と経済，６０�

高島俊和，武蔵野線の開通とバス交通の変貌，交

通とかわぐち―地域講座の講演記録集―，川

口市立戸塚図書館

今井 寛，白新橋梁，産業考古学，９８

今城光英，明治期鉄道統計の推計と分析�―私設

鉄道―，大東文化大学経営研究所，Ｊ―３４

三木理史，地域の見える鉄道調査，地理，４５�

三木理史，明治期大阪市の都市交通とその領域制

―市内交通機関市営主義の再考から―，社会
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経済史学，６６�

山岸 健，鉄道の旅と「風景の窓」―柳田国男／

旅と人間―，運輸と経済，６０�

山田義高，史料紹介・坂東鉄道―地域に残る鉄道

史料―，多摩のあゆみ，９７

山田志乃布，北海道における港湾の盛衰と鉄道輸

送，鉄道史学，１８

山田俊明，八王子発まぼろしの鉄道―大環状線な

らず―，多摩のあゆみ，９７

小川 功，関西鉄道会社建設期の地元重役による

経営改善推進―明治２３年恐慌下の京浜資本家

の蹉跌と地元資本家の焦燥―，滋賀大学経済

学部附屬史料館研究紀要，３３

小池 滋，駅は教会と同じ存在―動く人からたた

ずむ人のための駅へ―，『駅学ノススメ ２５

人の提言』，ジェイアール東日本企画

小野田滋，鉄道調査と近代化遺産―碓氷峠鉄道施

設を例として―，地理，４５�

小野田滋，阪神間・京阪間鉄道における煉瓦・石

積み構造物とその特徴，土木史研究，２０

松下孝昭，鉄道調査と地方政治―広島県を例とし

て―，地理，４５�

松山晋作，パンタグラフすり板とトロリー線，金

属，７０�

生方良雄，多摩ニュータウンの鉄道計画，多摩の

あゆみ，９７

青木 亮，北京市，長春市にみる中国の都市交通

政策，富大経済論集（富山大学経済学部），４６

�

青木栄一，多摩の「まぼろしの鉄道」，多摩のあ

ゆみ，９７

曽根 悟，スイスと公共交通―世界の鉄道王国日

本とヨーロッパの鉄道王国スイス―，運輸と

経済，６０�

倉持順一・平塚健一郎，史料紹介・東五鉄道―多

摩市・富澤家文書から―，多摩のあゆみ，９７

草 卓人，越中鉄道再建過程の一断面，富山近代

史研究，２３

大豆生田稔，東北産米の移出と鉄道輸送，鉄道史

学，１８

中西 聡，［共通論題：近代交通体系の形成と物

流］結論，鉄道史学，１８

中西 聡，瀬戸内・山陰地帯における鉄道敷設と

港湾の性格変化，鉄道史学，１８

中村実男，ハーバート・モリソンとロンドン旅客

運輸公社の成立，オホーツク産業経済論集

（東京農業大学産業経営学会），１０�

中村尚史，［共通論題：近代交通体系の形成と物

流］問題提起，鉄道史学，１８

中村尚史，北部九州地域における鉄道敷設と物流

構造，鉄道史学，１８

中尾正俊，路面電車からLRT交通システムへ，

運輸と経済，６０�

辻村太郎，ブレーキ材料の変遷と展開，金属，７０

�

辻村太郎，材料技術の進歩と鉄道，金属，７０�

堤 一郎，鉄道車両の保守・補修作業現場に見る

技術・技能の継承―（第１報）ある保存鉄道

の事例から―，日本労働研究機構研究紀要，

２０

田中宏昌・関 雅樹・阿部英彦・野辺 武・稲葉

紀昭，１１４年間供用された旧大谷川トラス橋

の実態と復元，土木史研究，２０

田中邦博・市川紀一・亀田伸裕，北九州に創設さ

れた小倉鉄道に関する史的研究，土木史研究，

２０

藤井秀登，関一の都市交通論―大阪市営地下鉄の

創設とまちづくり，鉄道史学，１８

白土貞夫，千葉県下を最初に走った成宗電気軌道

の電車，成田市史研究，２４

樋口輝久・馬場俊介，産業・交通史から見た土木

遺産，土木史研究，２０

服部守成，鉄道車両用鋼体の変遷―速度向上と構

体材質の進歩―，金属，７０�

片山七三雄，逓信省の交通通信行政―「鉄道」を

どのように「郵便」に利用したか―，交通史

研究，４５

堀 雅通，スウェーデンの鉄道改革―成果と課題，

鉄道史学，１８

木川武彦，車輪材料の動向―一体車輪の技術開発，
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金属，７０�

野田正穂，川越鉄道の成立，鉄道史学，１８

鈴木聡史・五十嵐日出夫，これからの交通システ

ム整備と「まちづくり」に関する土木史的考

察，土木史研究，２０

鈴木雄一郎，戦前期大阪における都市形成と高速

鉄道問題，交通史研究，４５

老川慶喜，川口鋳物業の展開と輸送，交通とかわ

ぐち―地域講座の講演記録集―，川口市立戸

塚図書館

老川慶喜，武州鉄道の成立と展開，交通とかわぐ

ち―地域講座の講演記録集―，川口市立戸塚

図書館

２００１年

鶫於沢 歩，１８５０年代初期プロイセン鉄道業におけ

る「民主主義的」職員，鉄道史学，１９

鶫於沢 歩，プロイセン国有鉄道における雇用関係

の成立と官僚制―１８５０年代における鉄道任官

資格付与を中心に―，社会経済史学，６７�

粟野 宏，奥羽本線板谷峠の橋梁と関連遺構，産

業考古学会２００１年度全国大会（山形）研究発

表講演論文集

粟野 宏，世紀越えに相次いで失われた産業遺産

―旧米沢機関区の転車台と機関車庫―，産業

考古学，９９

横平 弘，旧国鉄緒滑線の形成過程と路線効果，

土木史研究，２１

橋爪紳也，ターミナル文化のリノベーションに向

けて―ツーリストシティの視点から―，運輸

と経済，６１�

原口征人・日野 智・今 尚久・佐藤馨一，北海

道官設鉄道と札幌農学校出身の鉄道技術者，

土木史研究，２１

原田勝正・小山 徹，（対談）“技術”の眼から鉄

道を語る―『日本鉄道史―技術と人間』刊行

に寄せて―，刀水（刀水書房），５

江原岳志，鉄道に関する博物館の史料変遷と鉄道

資料の展示・保存に関する研究（前編），博

物館学研究（国学院大学），２６

高 宇，１９２０年代生鮮食料品の輸送問題，鉄道

史学，１９

高橋伊佐夫，旧武豊駅に残る転車台の調査，産業

考古学，９９

今城光英，明治期鉄道統計の推計と分析�―官設

鉄道―，大東文化大学経営研究所，Ｊ―３６

佐藤吉彦，世界銀行による東海道新幹線プロジェ

クトの評価，鉄道史学，１９

三村 章，多摩川と砂利採取，多摩のあゆみ，

１０２

三木理史，樺太の産業化と不凍港選定―１９１０年代

の本斗港の選定をめぐって―，日本植民地研

究，１３

寺島敏治，財閥の釧路炭田への進出と展開・序論

―三井鉱山�の経営とその変容―，鉄道史学，

１９

小野田滋，阿部美樹志とわが国における黎明期の

鉄道高架橋，土木史研究，２１

小野田滋，総武鉄道高架延長線計画の沿革に関す

る研究，土木計画学研究・論文集，１８�

水谷昌義，国有鉄道停車場変遷データの悉皆調査

とデータベース構築，鉄道史学，１９

清水一史，殖民軌道・簡易軌道に関する考察―殖

民軌道・簡易軌道 雪裡・幌呂線（鶴居村営

軌道）を中心にして―，鉄道史学，１９

西野寿章，ローカル線廃止―鉄道の公益的機能評

価への視点―，地理，４６�

堤 一郎，鉄道と関連技術，中岡哲郎・鈴木淳・

堤一郎・宮地正人編『産業技術史』５章（新

体系日本史１１），山川出版社

田口 淳，北総線開業による千葉ニュータウン入

居者の居住地移動と通勤行動の変容，地理学

評論，７４�

武田 泉，国鉄改革に伴う鉄道営業政策の変更と

利用者の利益―周遊券制度の改廢を端緒とし

て―，交通権，１８

風間 進，武州鉄道，私家版

矢野俊幸，第３セクター鉄道の歩みと今後の取り

組み，運輸と経済，６１


澤内一晃，両大戦間期東京市場の砂利流通，立正
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大学大学院年報，１８

２００２年

伊東 孝，可動橋一覧と近代橋梁の利活用，土木

史研究，２２

伊藤暢直，明治期の鉄道敷設願書と北郊地域，地

方史研究，２９８

井田泰人，村野山人と山陽鉄道，交通史研究，４８

宇野 求，これからの鉄道と都市デザイン，運輸

と経済，６２�

横平 弘，石炭鉱業地域社会の衰退と再生，土木

史研究，２２

柿崎一郎，戦前期タイ鉄道の旅客輸送，鉄道史

学，２０

関谷次博，戦後復興期から高度成長期にかけての

国鉄貨物輸送衰退要因の分析―トラック輸送

発展の側面から―，鉄道史学，２０

原 輝史，フランス鉄道史協会第９回シンポジウ

ム（シャトロ，２００１年９月）に参加して，鉄

道史学，２０

原口征人，鉄道技術における列車凍上害への対策

の変遷，土木史研究，２２

江原岳志，鉄道に関する博物館の史的変遷と鉄道

資料の展示・保存に関する研究（後編），博

物館学紀要（國學院大学），２７

今井圭子，［共通論題：鉄道民営化の国際比較］

コメントと質疑応答・討論，鉄道史学，２０

今井圭子，［共通論題：鉄道民営化の国際比較］

はじめに，鉄道史学，２０

今井圭子，アルゼンチンにおける鉄道民営化の現

状と課題，鉄道史学，２０

佐藤吉彦，日本における鉄道民営化がもたらした

変革の本質，鉄道史学，２０

佐藤吉彦，満鉄におけるあじあ号の運転と鉄道技

術研究所が果たした役割，鉄道史学，２０

桜井 徹，ドイツにおける鉄道改革の理念と実際，

鉄道史学，２０

三木理史，戦間期大阪市の都市膨張対応と交通調

整，地理学評論，７５�

三木理史，鉄道廃止と地域社会―縮小史観からの

日本鉄道史再考―，運輸と経済，６２�

小西純一，近代橋梁の見方・調べ方，土木史研究，

２２

新延正憲，欧州の鉄道博物館―真鍮の銘板―，運

輸と経済，６２	

神谷昌平，鉄道事業とバリアフリー化―阪急伊丹

駅での整備をふりかえって―，運輸と経済，

６２�

進藤義郎・今 尚之，北海道の橋梁土木遺産―最

近の話題から―，土木史研究，２２

青木栄一，The Preservation of Railway Heri-

tage in Japan: An Outline History and Gen-

eral View, Japan Railway & Transport Re-

view（East Japan Railway Culture Founda-

tion）,３０

青木栄一，路面電車の復権―LRTの発達とその

現状―，地理，４７�

青木真美，英国における鉄道民営化，鉄道史学，

２０

千葉正史，清末における国家的物流システム維持

と近代交通手段の導入―漕運問題史上におけ

る廬漢鉄路計画の位置―，立命館言語文化研

究，１４�

川崎雅史，鉄道における沿線イメージの形成，運

輸と経済，６２�

大矢悠三子，労働社会の「変革」と鉄道会社―日

鉄ストライキと九鉄ストライキを比較して―，

交通史研究，５０

白土貞夫，戦前の佐倉の鉄道史，佐倉市史研究，

１５

畑岡 寛・田中邦博・市川紀一・亀田伸裕，筑豊

炭の運炭機構の形成に関する史的研究，土木

史研究，２２

堀 雅通，スウェーデンの鉄道改革，鉄道史学，

２０

堀 雅通，北米，日本，欧州にみる鉄道改革の特

徴―鉄道事業の公共性と企業性，鉄道史学，

２０

木村一男，鉄道車両デザインの変遷，運輸と経済，

６２�
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林 采成，戦時期朝鮮国鉄における輸送力増強と

その「脱植民地化」的意義，社会経済史学，６８

�

２００３年

伊藤玄三，考古学上からの近・現代遺産，地理，

４８�

為国孝敏，郊外鉄道黎明期における小林一三の地

域・都市戦略に関する一考察，土木史研究，

２３

宇田 正，終点のない鉄道線路―箕面電車の初期

軌跡はエンドレス―，大阪春秋，１１３

宇田 正，都市公共交通における近代化遺産，

『近代化の人文・社会的遺産の比較史的考

察』（追手門学院大学学内共同研究成果報告

書）

岡田 直，城下町都市における「鉄道忌避伝説」

をめぐって―盛岡と熊本の事例―，地方史研

究，３０４

間崎光一郎，アーバンネットワーク輸送戦略とそ

の歩み，運輸と経済，６３�

近藤 敏，小湊鉄道研究小史，市原市文化財セン

ター研究紀要，�

原 恒雄，東海道新幹線の高速化技術発展の足跡，

運輸と経済，６３�

原口征人，凍上害に対する鉄道および道路対策技

術の展開，土木史研究，２３

江原岳志，鉄道車両の保存と修復について，國學

院大學博物館學紀要，２８

高嶋修一，東京における「ターミナル」駅の形成

―渋谷駅を事例に―，運輸と経済，６３�

佐久間美紀・天野光一・嶌田真一，酒田における

輸送形態の変化と都市の変遷に関する基礎的

研究，土木史研究，２３

三木理史，「都市鉄道」の成立―戦間期大阪市と

近郊の事例による考察―，技術と文明，１４�

三村 卓，下河原線物語その１，その２，多摩地

域史研究会会報，６１，６２

松永州正，国鉄改革後の不採算線対策，その意義

と現状―可部線をケースとして―，経営研究

（大阪市立大学経営学会），５４�

松田敦志，戦前期における郊外住宅地開発と私鉄

の戦略―大阪電気軌道を事例として―，人文

地理，５５


森 陽子・望月 清・樋口輝久・馬場俊介，四日

市製紙専用鉄道の大型吊橋・富士橋，土木史

研究，２３

水谷昌義，自動車により開業した改正鉄道敷設法

別表掲載区間，鉄道史学，２１

成清史人，ドイツにおけるICEの歩みと今後の展

開，運輸と経済，６３�

星野誉夫，明治初年の東海道鉄道建設計画，武蔵

大学論集，５０�

青木栄一・堤 一郎，旧日の丸自動車法勝寺鉄道

フ５０号客車の調査と復元，産業考古学会２００３

年度総会研究発表講演論文集

千葉正史，清末鉄道史再考―国家体制の変容と鉄

道建設論の推移―，鉄道史学，２１

大島登志彦，バスと鉄道の競合関係の変遷，地理，

４８�

中川 洋，省営自動車の戦時動員輸送―原産地輸

送路線の開設を中心に―，鉄道史学，２１

中村英夫，安全面からみた鉄道技術―制御技術を

中心に―，運輸と経済，６３�

堤 一郎・三輪修三，Early Steam Locomotive
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